
N 西ノ平遺跡の調査

第8章まとめ

西ノ平遺跡でも旧石器時代から江戸時代までの長い期間にわたる生
活跡が検出され、それぞ

れの時期において重要な問題を呈示している。以下、時代を追ってま
とめておく。

1. 旧石器時代

成岡遺跡と同様、ナイフ文化と細石器文化の二時期のものが出土し
ている。出土数は少ない

が、細石核の中には加治屋園技法を含むなど貴重である。

2. 縄文時代

早期の手向山式土器から晩期の黒川式土器まで6種類の土器が出てい
るが、個々の数は少な

い。その中では晩期の黒川式土器が多く出土しており、それに伴う
とみられる軽石製岩偶も出

土している。手向山式土器は完形になるものである。石器には石鏃
・石匙・石斧・叩き石など

がある。

3. 古墳時代

遺構などは確認されていないが、前期から後期まで各種の上器が出
土している。この中には

肥後系の土器と思われる複合口縁のものや、古式須恵器、 7世紀の須恵器
など他地方のものも

含まれている。祭祀遺物である手づくね土器もある。

4. 奈良～鎌倉時代

多くの遺物とともに掘立柱建物、土砿、溝状遺構などが検出された。

掘立柱建物は14棟がまとまったが、平安時代のもの10棟、鎌倉時代のもの
4棟である。平安

時代のものは 2間X3間のものが9棟（うち 1棟は総柱建物）、 2間X5
間のものが1棟（片

面ひさしで、間仕切りがある）である。これらは主軸方向や出土遺
物からして、少なくとも 2

時期以上（前期～後期）のものと思われる。鎌倉時代のものは 1間X2間
のもの、 2間X3間

のもの（総柱建物）、 2間X5間のものが1棟ずつと、あと 1棟は 3間と
あと一方が 5間以上

である。このうち 3棟は柱痕跡が残っており、 2棟には礎板状根石があ
り、規模が大きい。掘

立柱建物2の柱穴には多量の遺物が含まれており、 13世紀頃の一括資
料として貴重である。こ

れらも 2時期のものであるが、遺物からみると大きなへだたりはない。

土拡も多く検出された。土拡Fは周囲に柱が巡っており、屋根のあるも
のである。土拡Nと

土拡0は並行しており、規模・深さとも大規模であるが、性格等は類例
を待って考えたい。

溝状遺構は 3本あり、これも平安時代のもの (2と3) と鎌倉時代
のもの (1) がある。 1

は途中に陸橋部がある。

道路跡も南端に集中して検出された。鎌倉時代にはなくなっている
ことから、それ以前のも

のと思われる。少しずつ場所を変えている。

祭祀場と思われるものが3ケ所に検出これた。土器を積み重ねたもの、 1
列に並べたもの、

2個の杯を合わせたものがあり、士器を積み重ねたものの中には底部に穴
を打ち欠いたものや

古銭もあった。すべて糸切り底の土師器皿や杯であり、平安時代後
期以降のものである。この
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第 8章まとめ

他に柱穴中に 2枚の古銭を置いたものが3本ある。掘立柱建物2のように柱穴中に完形士器を

いれるのも一種の祭祀であろう。

以上の遺構は主として平安時代のものが北半に、鎌倉時代のものが南半にあった。また建物

はすべて掘立柱であったが、 25K区では包含層の下に扁平な石が1枚あり、東側には礎石建物

の存在も予想できることを指摘しておきたい。

遺物も多く出て、長期にわたっている。これらの一括資料もあったが、時間不足のため分類

すらできなかった。

土師器は多量におよぶが、圧倒的に皿・杯が多い。大ぎくヘラ切り底と糸切り底とに分がれ

その分類も可能である。杯・婉のなかには墨書土器・刻書土器もあったが、これらはヘラ切り

底であり、平安時代前期のものである。

黒色土器も多く出土したが、このように多量出土したのは本県では初めてである。形態的に

も多くのものがある。黒く変化したものの他に内面に朱の塗られたもの、内外をていねいに研

磨したものもある。

須恵器は 9世紀前後のものと、 13世紀頃のものとがある。 9世紀前後のものには杯蓋・杯身

．壺・鉢．甕などの器種があり、その多くは荒尾・宇城・八代など肥後の窯跡群から持ってき

た可能性がある。特に底にタタキのある壺、車輯文の甕など荒尼窯跡群と断定できるものもあ

り、色あいなど荒尾のものが主体となるようである。最近みつかった菱刈町岡野窯跡群のもの

と予想される杯蓋．杯身・甕も多い。杯蓋を利用した硯も 4点ほどあり、朱愚の跡を残してい

る。壺の中には器形からみて九州以外に生産地を考えねばならないものもあり、その搬入先の

広さが注目される。 13世紀頃のものは鉢と甕がある。この時期、九州では熊本県樺番丈窯跡し

かわかっておらず、これらの生産地ははっきりしないが、この中には岡山県の亀山焼、兵庫県

の魚住焼などに類似したものがある。今後、胎土分析など科学分析も必要となろう。

磁器も各種多時期にわたるものが出てきた。 204ページの分類図にあるように 9世紀から16

世紀まで長期にわたるが、平安時代のものはまだ出上例が少なく、荊州窯系白磁、越州窯系青

磁の出士は貴重である。

この他に円面硯・焼塩壺・帯金具など県内で初めてのもの、あるいは緑釉上器など少数しか

ないものなど豊富な遺物が出土しており、まさに平安時代遺物の宝庫ともいえよう。

5. 室町・安土桃山時代

遺物は磁器と陶器のみである。座位の墓2基と、火葬場 1基が検出された。人骨も残ってお

り、中世墓研究の貴重な資料となろう。

6. 江戸時代

享保14(1729)年～寛政6 (1794)年の墓石が5基あり、その下に 6基の墓砿があった。近

くに掘立柱建物が6棟検出され、多くの土器があった。これは包含層の中に含まれており、時

期の限定される資料として貴重である。特に、平佐焼の当地として、その分類・編年は今後、

急がれる作業となろう。今回資料化できなかったものも今後資料化せねばならない。
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v 上ノ原遺跡の調査 、

第1章概要

上ノ原の台地は西ノ平の台地よりさらに約5m祁く，最高位の台地である
。南へはしだいに

下っているが，北側は湯ノ谷へ急傾斜で落ちている。台地は東西の
方向に長く，バイパスはそ

の東端を通っている。

調査は未買収地を避けて，ほぼ全域を網羅するようにトレンチを設
定した。工事用中心杭の

！
、
一
ー
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第 311図 上ノ原遺跡トレンチ配置図
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第 2章縄文時代

No 12 5を基点に 5mグリッドを設定し、南から北へ 1・2-―＿ー―-とし、西から東へA・B------

と名づけた。トレンチは 2m幅で11本設け、縄文式士器の散布がみられた10~12C~F区は拡

張した。総面積は 580m'である。

第2章縄文時代

．
 

10-12C-F区ではアカホヤ層中に縄文式土器が包含されていたために拡張して調査をした

が、出士状況は密でなく、割と疎であった。

土器は晩期の粗製土器である。 2484は唯一の口縁部で外へまっすぐ開きながら伸びる深鉢形

土器である。外面は横方向のナデ整形、内面はヘラミガキで仕上げており、焼成は良い。 2487

は外面に貝殻条痕の跡をよく残しているが、他の破片も貝殻でナデたあと、さらにその上をヘ

ラ様のものでナデており、部分的に貝殻条痕を残している。内面は2486と2487が研磨仕上げ、

2485と2488はナデ仕上げである。石英・黒雲母粒を多く含む、割合に細かい土を使用しており

焼成は良好である。外面にはススが付着している。

石器としては石匙が1点出土した。先端を欠いているが、ほぼ完形の縦形石匙で、つまみは

ほぼ中央にある。縦長剥片の打溜部分をつまみとしており、縁辺部を細かく剥離したものであ

る。安山岩製で、やや磨耗している。 20-F区の 3層中に包含されていた。他に黒曜石の剥片

などが出土している。

第3章古墳時代

全域に古墳時代の土師器が散布しているが、集中している所はなく、出土量も多くない。

甕形土器 (2489-2492)は口縁部がくの字状に外反しており、底には脚台が付く。 2489は頸

部から口縁が2段階に屈曲しており、口縁直径22.5cmを測る。外面は縦方向のヘラナデ、内面

0 5cm 
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第 312図 縄文時代の遺物
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v 上ノ原遺跡の調査 ， 

は横方向のヘラナデで仕上げている。 2490は口縁直径25cmを測り、外面・内面ともヘラナデで

仕上げている。両方とも外面にはススが付着している。脚台は高さ4.5mの高いものと、 2cm 

ほどの低いものとがある。

壺形土器 (2494-2497) は口縁部・底部・胴部がある。口縁部は直径17cmを測り外へ強く屈

折するものと内側へ向かって口縁がやや外反ぎみに直立するものとがある。ともにヘラナデで

仕上げている。胴部にはぎざみのある、断面半円形の突帯がある。底部は安定した平底である

が、直径7cmと小さい。

2493は鉢形をした小型の手づくね士器で丸底である。 • 
第4章奈良～鎌倉時代

土師器・須恵器・磁器が出土している。

2498は内黒土師器婉で、口縁部が外へ反っている。内面は横方向のヘラミガキ、外面は横方

向のナデで仕上げる。外は乳茶褐色を呈し、内面には光沢がある。

須恵器には杯 (2499• 2500) と甕 (2501-2503) がある。 2500は口縁直径12.8cm、底部直径

8.5 cm、高さ4.3cmを測る完形品である。底部から口縁へまっすぐ伸びており、口縁端部は丸

く収めている。底は平底で、ヘラ切りで仕上げる。外面には浅い凹凸があるが、内面はていね

いにナデている。明るい緑灰色を呈しているが、口縁付近は肯黒くしている。やや軟質の焼き

である。 2499も同じような器形をしているが、端部は細くなっている。外面は赤みがかった茶

褐色を呈しており、内面は茶がかった灰緑色を呈す。焼成は良好である。 2502は外面がこまか

い格子タタキ、内面が同心円タタキである。 2501は灰緑色を呈しており、外は条痕タタキ、内

面は同じ円タタキで仕上げる。 2503は外面に自然釉がかかっており、正格子タタキ、内面は条

痕タタキで仕上げる。いずれも焼成良好である。

青磁碗 (2504) は外面にしのぎ蓮弁があり明緑色釉がかかっている。灰色の土を使っている。

白磁は碗と皿がある。碗 (2505・2506) は口縁部近くがくぼんでいるもので、緑がかった灰

白色釉がかかっている。灰臼色土を用いて、内面にはヘラナデ痕跡がある。部分的に貫入がみ

られる。皿 (2507) は口縁内面の釉がかきとられる口はげ皿で、口緑直径11.5cmを測る。灰白

色の土を使い、青みがかった白灰色の釉がかかっている。

第 5章室町・安土桃山時代

出土品は磁器のみで、青磁・白磁・染付がある。

青磁は 3種類に分かれる。ひとつはやや内反ぎみの口縁をもつ碗 (2508・2509) で、外面に

蓮花文がある。両方ともヘラ描きによるもので、 2509は縦線の上に波状文が描かれる。 2508は

縦線のみである＼。灰色がかった土を用いて貫入が多い。 2509は薄緑色を、 2508は暗緑色をして

いる。 2510は口縁部が直立しているもので、外面の端部付近に 1条の沈線が描かれている。明

るい緑色をしており貫入が多い。 2511は口縁が外反するもので釉が厚い。白灰色の土を用い、
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第 5章 室町・安士桃山時代

暗緑色の釉がかかっている。

白磁は口縁が外反する皿 (2512)で、灰白色土を使い、白色の釉がかかっている。口縁部に

一部釉切れがある。

2513は低い高台のつく染付皿 (2513)で、高台内面に釉切れがある。内底部に 2条の圏線に

囲まれた文様がある。

第6章まとめ

当遺跡も長期にわたって使われていたが、その中心は台地南端部 (10-12区付近）であった。

時期的には縄文時代晩期、古墳時代前期、平安時代、鎌倉時代、室町時代の遺物が出士してい

る。
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VI 人骨所見

第 1章 成岡・西ノ平遺跡出土の中世・近世人骨

第 2章 成岡・西ノ平遺跡出土の幼小児骨



VI 人骨所見 、

第1章 成岡・西ノ平遺跡出土の中世・近世人骨

松下孝幸※ 石田肇※

佐熊正史※※ 用丸英博※※※

はじめに

鹿児島県川内市中福良町に所在する成岡遺跡および西ノ平遺跡の1981年と1982年の調査によ

って，中世人骨と近世人骨とが出土した。

九州における中世，近世人骨の調査例はまだ少ないのが現状で，鹿児島県では中世人骨の出

土例はほとんど皆無に近く，また近世人骨の例も少ない。

本遺跡から出土した人骨の保存状態は必ずしも良好なものではなかったが，九州における中

世，近世人骨の貴重な出土例であり，今後の歴史時代人骨研究の数少ない資料となるものなの

で，できる限り詳細な観察および計測を行った。その結果を報告したい。

資 料

成岡遺跡からは近世人骨が，またこれに隣接する西ノ平遺跡からは中世人骨と近世人骨とが

出土した。中世墓の墓壊はやや浅いものであったが，近世墓ば宮崎県の宮崎学園都市堂地東遺

跡の場合と同様，その墓壊は深いものであった。また近世墓には墓石が存在していたので，人

骨の所属年代は明確である。

表 1 資料数

中枇 近世

幼・小児小 at 幼・小児小計 合計

男性女性不明 男性女性不明

成岡

゜゚ ゜゜゜
8 4 ， 2 23 23 

西ノ平 1 1 1 

゜
3 4 1 

゜
1 6 ， 

合計 1 1 1 

゜
3 12 5 ， 3 29 32 

両遺跡から出土した人骨の総数は表 lに示すとおり， 32体であり，そのうち中世人骨は 3体、

近世人骨は29体であった。中世人骨のうち 1体 (2号人骨）は火葬骨であるが，これは当時の

火葬場跡と考えられている場所から検出したものなので，あるいは 1体分の人骨ではないの

かもしれない。 29体の近世人骨のうち26体が成人骨で，残りの 3f本は幼・小児骨であった。ま

た26体のうち12体が男性， 5体が女性で，残りの 9体ば性別を明らかにすることができなかっ

た。なお，各人骨の性別・年令は表2のとおりである。

なお，中世人骨は室町時代に，近世人骨は近世中期に属する人骨である。

※長崎大学医学部解剖学第二教室

※※ 

※※※ 

，， 

ヶ

大学院

研究生
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第 1章 hJi:[笛l.西ノ平遺跡出土の中枇・近世人骨

両遺跡のうち出土数は成岡遺跡からの方が多いが，保存状態はむしろ西ノ平遺跡の方が良か

った。

計測方法はMartin-Saller(1957)によった。比較資料としては，同じ鹿児島県の松之尼中・

近世人（松下， 1981), 熊本県の桑島近世人（脇，立志， 1970), 興善寺四郎丸（松下， 1980)

川田京坪近世人（松下，他， 1980), 宮崎県の宮崎学園都市近世人（松下，他， 1983), およ

び関東の例として無縁坂近世人（森田，他， 1960) を用いた。

なお，幼・小児骨については，分部が別項で詳述しているので，本稿では成人骨についての

み報告する。

表2 出土人骨一覧

人骨番号 性別年令 人骨番号 性別年令 人骨番号 性別年令

（中世人骨） 成岡7号人骨不明熟年 成岡21号人骨不明熟年

西ノ平 1号人骨女性熟年 8号人骨不明熟年 22号人骨女性熟年

西ノ平2号人骨不明不明 9号人骨男性熟年 23号人骨男性熟年

西ノ平 3号人骨男性壮年 10号人骨不明不明 24号人骨女性熟年

12号人骨男性熟年 26号人骨 小児

（近世人骨） 13号人骨男性熟年西ノ平4号人骨男性不明

成岡 1号人骨女性熟年 14号人骨不明壮年 5号人骨男性熟年

2号人骨不明不明 15号人骨不明熟年 6号人骨 幼児(6オ）

3号人骨男性壮年 16号人骨女性壮年 7号人骨女性熟年

4号人骨 小J1日し 18号人骨不明不明 8号人骨男性熟年

5号人骨男性熟年 19号人骨男性壮年 9号人骨男性熟年

6号人骨男性壮年 20号人骨不明熟年

所 見

〈中世人骨〉

西ノ平 1号人骨（女性・熟年）

残存量は少ない。左側頭骨岩様部，後頭骨の左側ラムダ線および左頭項骨乳突部が残存して

いた。乳様突起は小さく，ラムダ縫合左側部は内板が既に癒合閉鎮しており，外板にも癒合が

進行している。

遊離歯が歯冠のみであるが，残存しており，これを歯式で示すと次のとおりである。

ロ ~I;; □ 2 ; I□;; 1:2;-½ 
（／：不明）

歯の径は小さく，咬耗度はBrocaの1-2度である。

性別は乳様突起が小さいことや歯の径が小さいことから，女性と考えられ，年令はラムダ縫

合において内板が完全に癒合していることから，熟年と考えられる。
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西ノ平2号人骨 （性別・年令不明）

火葬場跡から出土したもので，多数の火葬骨が残存していたが，すべて四肢長骨の細片と椎

骨の関節突起のごく一部力浮曳存していたに過ぎない。あるいは複数体の人骨かもしれないが，

この点は不明である。

西ノ平3号人骨（男性・壮年）

残存量は少なく，右大腿骨の骨頭，頚部と骨体，右踵骨の一部および寛骨臼のごく一部が存

在していただけで，計測はできないものであった。

歯は多数残存していたが，すべて遊離歯で，これらを歯式で示せば次のとおりである。

M凶 M1P2 P1 / / I 1 I I 1 I z C P1 Pz M1 / / 

MciM2M1P2P1C Iz / / / / P1 / M1M2/ 

（／：不明）

歯の径は大きく，咬耗度はBrocaの1-2度である。

性別は，歯の径が大ぎいことから推定すれば，男性と考えられ，年令は歯の咬耗力哨いしく弱

いことから，壮年と推定される。

〈近世人骨〉

成岡 1号人骨（女性・熟年）

(1) 頭蓋

左側頭骨と後頭骨が残存していた。乳様突起はあまり大きいものではないか，外後頭隆起の発達

は比較的良い方である。縫合はラムダ縫合の左半分か観察可能で，内外両板とも癒合閉鎖している。

遊離歯が4本残存していた。これを歯式で示すと次のとおりである。

~'l ; ; ; ; ; ; ; I ; ; ; ; ; ~I~: ; 
（／：不明）

咬耗は著しく弱<, Brocaの1度である。

(2) 四肢骨

左上腕骨骨f本，左右の大腿骨，左右の腔骨および左右不明の排骨の骨体の一部が残存してい

た。上腕骨の保存状態は悪く，観察もできないものであった。

1. 大腿骨

左右とも骨体が残存しているが，緻密質の保存状態が悪く，計測は左の一部のみが可能であ

った。表18に示すとおり，推定中央位での横径は27mm(左）であった。骨体の径は左右とも小

さく，粗線の発達も著しく悪いもので，骨体の断面形は横広ろの楕円形を示している。

2. 腫骨

左右とも骨体が残存していたが，左側の方の保存状態が良い。計測値は表19に示すとおり，
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推定中央位での最大径は28mm(左），横径は18mm(左）で，中央断面示数は64.29(左）となり，

骨体はやや扁平である。また骨体周は74mm(左）である。ヒラメ筋線の発達は悪いが，鉛直線

が認められる。また骨体中央部の断面型はヘリチカのV型（左）である。

(3) 性別・年令

性別は，四肢骨の径が小さいことから女性と考えられ，年令は縫合が内外両板とも癒合して

いることから熟年と考えられる。

成岡2号人骨（性別・年令不明）

保存状態は著しく悪く，左側頭骨の乳突部の一部，大腿骨，胚骨，排骨のそれぞれ一部が残

存していたにすぎない。

大腿骨は右側の骨体後面が残存しており，粗線の発達は中程度である。腔骨は両側とも骨体

の一部が残存しているだけであった。排骨は左側骨体の遠位端が残存していた。

性別・年令はともに不明である。

成岡 3号人骨（男性・壮年）

(1) 頭蓋

右側の一部を除く脳頭蓋が残存していたが，外板の破損が著しく，計測は表11に示すとおり

両耳幅のみが可能であった。従って頭蓋長幅示数を算出することはできないが，観察によれば

径はやや大きく，頭型は長頭に傾いた中頭型を呈している。乳様突起は大ぎく，縫合は三主縫

合とも内外両板は開離している。

(2) 四肢骨

榛骨，尺骨のごく一部，左右の大腿骨，胚骨および足根骨の一部が残存していた。

1. 大腿骨

左右とも骨体が残存していた。左側の方が残存I犬態は良いが，前面が欠損しているので計測

は不可能である。しかし，観察したところでは，長径は長いようである。

2. 腔骨

左右とも骨体が残存していたが， 1呆存状態が悪く，計測はできない。しかし観察したところ

径は大きいようである。

(3) 性別・年令

性別は，頭蓋の径や乳様突起の径が大きいことから男性と考えられ，年令は縫合が内板にお

いても開離していることから，壮年と推定される。

成岡 5号人骨（男性・熟年）

(1) 頭蓋

1. 脳頭蓋
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脳頭蓋の右半分と下顎骨の右半分とが残存していた。眉上弓の隆起は強く，外後頭隆起の発

達も比較的良好である。社測は表11に示すとおり頭蓋最大長のみが可能で，その計測値は 177

mmであるが，頭蓋最大幅は計測できないので，頭蓋長幅示数は算出できない。しかし観察した

ところ，幅径は小さく，頭型は長頭に傾いている。

縫合は三主縫合とも外板では開離しているが，内板では大部分が閉鎖癒合している。

2. 下顎骨

右半分のみが残存しているが，歯槽は萎縮閉鎖しており，また下顎枝の後方への傾斜も大き

い。

3. 歯

遊離歯4本が残存していた。残存歯と下顎骨の歯槽の状態を歯式で示せば次のとおりである。

/ / M1  p 2 / / / l 1 I / / C / / / / / 

I Ci9Ci9Ci9Ci9⑧ II ///Ill// 

歯の径は大きく，咬耗度はBrocaの2度である。

(2) 四肢骨

(/ : 不明
⑭ ：歯槽閉鎖）

大腿骨と腟骨の骨体が左右とも残存していたが，保存状態力，1fしく悪く，観察も計測もでき

ないものであった。

(3) 性別・年令

性別は，眉上弓の隆起が強く発達していることから男性と考えられ，年令は，縫合が内板で

は癒合していることから熟年と推定される。

成岡6号人骨（男性・壮年）

保存状態は著しく悪く，左側頭骨の錐体部と遊離歯10本が残存していた。

残存歯を歯式で示すと次のとおりである。

; ~2~l ; ; ~; ; I ; ; ; :1 :2 :: :: ; 
（／：不明）

歯の径は大きく，咬耗度はBrocaの1度である。

性別は，歯の大きいことから推定すれば，男性と考えられ，年令は歯の咬耗か弱いこと

から壮年と推定される。

成岡 7号人骨（性別不明・熟年）

(1) 頭蓋

脳頭蓋のうしろ半分が残存していた。乳様突起の大きさは中程度である。三主縫合のうち矢

状縫合とラムダ縫合とが観察可能で，両者とも内外両板は癒着閉鎖している。
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(2) 四肢骨

右大腿骨の後面と腫骨骨体のごく一部が残存していたにすぎない。粗線の発達はあまり良い

ものではないようである。

(3) 性別・年令

性別は不明であるが，年令は縫合が内外両板とも癒合していることから，熟年と推定される。

成岡8号人骨（性別不明・熟年）

(1) 頭蓋

大部分が残存はしているが，変形とひずみ力哨炉,<'復元することができない。鼻根部は広

くて扁平であり，鼻骨は著しく低い。

三t縫合は大部分が内外両板とも癒合閉鎖している。

下顎骨は下顎体が残存しているが，保存状態は悪い。遊離歯も残っており，下顎骨の歯槽部

も観察できるので，これらを歯式で表わすと次のとおりである。

/ / / / pl  C / l I I l I l 2 C / P2 / / / 

////////  /I、2//////

（／：不明）

咬耗度は Brocaの2度である。

(2) 四肢骨

右大腿骨と左胚骨のそれぞれ骨体が残存していたが，前者は前面を欠損しており，後者も後

面を欠損しているので計測は不可能である。しかし観察したところでは両者とも径はやや小さ

し)

゜
(21 性別・年令

性別は不明であるが，年令は縫合が内外両板とも閉鎖していることから，熟年と推定される。

成岡 9号人骨（男性・熟年）

11 l頭菟

脳頭蓋の左半分が残存していた。孔様突起はやや大きい。丘t測はでぎないが，観察したとこ

ろでは，径はやや大きいようで，また頭型は長頭に傾いた中頭型に属しているようである。

三主縫合はすべて内外両板とも癒合閉鎖している。

遊離歯が残存しており，これを歯式でポすと次のとおりである。

/ / M1 / / / l 2 / I l I / C p Iい I I I 

I I Mi I I I I I I I C P1 / M1 M2ヽ/ 

(/ : 不明）

歯の径は大きく，咬耗度は Brocaの2度である。

(2) 四肢骨
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左右の大腿骨の骨体が残存しているだけである。

1. 大腿骨

VI 人骨所見 、

左右とも前面を欠損しているので，計測はでぎないが，観察したところ粗線そのものの発達

は比較的良好であるが，骨体の断面形は丸い。

(31 性別・年令

性別は，歯の径が大きいことから男性と考えられ，年令は縫合が内外両板とも閉鎖している

ことから，熟年と推定される。

成岡10号人骨（性別・年令不明）

左れ不明の大腿骨骨体のご<-部が残存していただけで，性別・年令はともに不明である。

成岡12号人骨（男性・熟年）

(1) 頭蓋

左側頭骨の錐体部と左頭頂骨とが残存していただけである。ラムダ縫合と矢状縫合の一部が

観察可能で，両者とも内板は癒合閉鎖しており，外板も部分的に癒合が認められる。

(2) 四肢骨

大腿骨，胚骨および｝］非骨が残存していた。

1. 大腿骨

左右とも骨体が残存していたが，左側は内側半だけが残存するだけで計測は不可能であった。

左右とも長径は長いが，骨体の径はあまり大ぎいものではない。計測値は表17に示すとおり

推定中央位での矢状径が28mm(右）横径は26mm(右）で，骨体中央断面示数は107.69 (右）と

なり，また中央周は86mm(右）である。上骨体断面示数は83.87(右）となり，骨体上部の扁平性

は弱し'o

2. 胚骨

左右とも骨体が残存していたが、外側面や内側面を欠いており，計測はできないものであっ

た。

(31 性別・年令

性別は，四肢骨の径がやや大きいことから男性と考えられ，年令は縫合が内板において癒合

閉鎮していることから，熟年と推定される。

成岡13号人骨（男性・熟年）

残存していたのは頭蓋のみで，右頭項骨，後頭骨のラムダ縁および右側頭骨の鱗部の一部であ

る。骨壁は著し＜げく，ラムダ縫合は内板では完全に癒合閉鎖しており，また外板の一部にも

癒合が認められる。

性別は，頭蓋の骨壁が著し <I'芦いことから推定すれば男性の可能性が強く，年令はラムダ縫
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合が内板において癒合していることから，熟年と考えられる。

成岡14号人骨（性別不明・壮年）

遊離歯冠 3個が残存していただけで，これを歯式で表わすと次のとおりである。

; ~2 :: ; ; ; ; ; I ; ; ; ; ; ; ; ; 
（／：不明）

咬耗度は Brocaの1度である。

性別は不明であるが，年令は咬耗が著しく弱いことから，壮年と考えられる。

成岡15号人骨（性別不明・熟年）

(1) 頭蓋

左右の側頭骨の錐体部と後頭骨の一部が残存していただけである。ラムダ縫合の一部が観察

できた。この部分は外板においては開離していたが，内板は癒合閉鎮している。

(2) 四肢骨

大腿骨骨体の惰ll分と右腔骨骨体とが残存していたが，残存状態は著しく悪いもので，これ

らの特徴を知ることはできなかった。

(3) 性別・年令

性別は不明であるが，年令は縫合の一部が内板において癒合していることから立丸年の可能性

が強い。

成岡16号人骨（女性・壮年）

(1) 頭蓋

左右の側頭件の錐f本部とその他骨片が残存していただけである。

歯も残存しており，これを歯式で示すと次のとおりである。

; ; ~]: ワ;；；； I ; ; ; :: :2~I~2 ; 

歯の径はやや小さく，咬耗度は Brocaの1度である。

(2) 四肢骨

左右の大腿骨と胚骨および左誹骨が残存していた。

1. 大腿骨

(/ : 不明

・：遊離歯）

左右とも骨体の後面のみが残存していた。長径は短かく，粗線の発達もあまり良いものでは

ない。
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2. 胚骨

左右とも骨体が残存していたが，右側の方が残りは良く計測も可能であった。長径は短かく

ヒラメ筋線の発達は中程度で，骨体中央部の断面型はヘリチカのV型（右）を湛している。

計測値は表19に示すとおり，推定中央位での最大径は25mm(右），横径は20mm(右）で，中央

断面示数は80.00(右）となり，骨体には扁平性は認められない。また最小固は66mm(右），骨

体周は70mm(右）である。

3. 排骨

左側の骨体が残存していた。計測はできないが，径は小さい。

(3) 性別・年令

性別は，歯の径が小さいこと，四肢骨の諸径が小さいことおよび胆骨の形態的特徴より女性

と考えられ，年令は歯の咬耗が弱いことから，壮年と推定される。

成岡18号人骨（性別・年令不明）

右側頭骨の岩様部が残存するだけで，性別・年令はともに不明である。

成岡19号人骨

(1) 頭蓋

頭蓋底が残存しているが，顔面頭蓋は大部分が欠損している。外後頭隆起の発達は良好であ

るが，乳様突起はあまり大きいものではない。また，三主縫合のうちラムダ縫合の観察が可能

で，これは内外両板とも開離している。

下顎骨は下顎体の一部が残存していた。歯も残存しており，これを歯式で表わすと次のとお

りである。

M:iM虚 I化化c11111c化立 M1見 M3
M1M2////l2/ /////M1M2M3 

歯の径はやや大きく，咬耗度はBrocaの1-2度である。

(2) 躯幹骨

第1頸椎の噌い分と第 2頸椎，第 3墨貝椎が残存していた。

(3) 性別・年令

(/ : 不明

・：遊離歯）

性別は，外後頭隆起の発達が良いことや歯の径がやや大きいことから男性と考えられ，年令

は縫合が内外両板とも開離していることや歯の咬耗が弱いことから，壮年と推定される。

成岡20号人骨（性別不明・熟年）

(1) 頭蓋
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左側頭骨の岩様部と右側頭骨の錐体および左頭頂骨と後頭骨の一部か残存していた。乳様突

起はあまり大ぎいものではなく，縫合はラムダ縫合の左側が観察できたが，内外両板とも癒合

閉鎖している。

遊離歯冠が残存しており，これを歯式で示すと次のとおりである。

; ; ； ; :1 ; ; ; I ; ; ; :1 ; ~l ; ; 
(/ : 不明）

咬耗度はBrocaの2度である。

(2) 四肢骨

右卜腕骨の三角筋粗面部が残存していたにすぎない。三角筋粗面の発達は中程度である。

(3) 性別・年令

性別は不明であるが，年令はラムダ縫合が内外両板において癒合していることから，熟年と

考えられる。

成岡21号人骨（性別不明・熟年）

(1) 頭蓋

前頭骨，頭項骨，後頭骨のそれぞれ音Gと右側頭骨が残存していた。頭蓋の骨壁はやや）厚く

縫合は矢状縫合と冠状縫合およびラムダ縫合の右側部分が観察できたが，いずれも内板は完全

に癒合閉鎖している。

(2) 四肢骨

四肢長骨の骨片が残存していたにすぎない。

(3) 性別・年令

性別は不明であるが，年令は縫合が内板において癒合していることから熟年と考えられる。

成岡22号人骨（女性・熟年）

(1) 頭蓋

今回出土した人骨の中では最も保存状態が良好なもので，頭頂骨と後頭骨のそれぞれ一部を

欠損している以外はほば完全に近い。しかし外板はところどころで剥落しており，計測は不可

能な部分が多い。

1. 脳頭蓋

諸径はやや小さく，縫合は三主縫合とも内板においては完全に癒合閉鎖している。

計測値は表12に示すとおり，頭蓋最大長は 185mmであるが，最大幅は計測できないので頭蓋

長幅示数を算出することはできない。しかし観察したところでは，幅径は小さく，明らかに長

頭型を呈している。

2. 顔面頭蓋

-364-



VI 人骨所見

左側頬骨および上顎体のそれぞれ一部を欠損している。眉上弓の隆起はやや強く，鼻根部は

広くて扁平である。また鼻輻は著しく狭い。

吋測値は表12に示すとおり， 卜悶i輻が 100mm, 眼窃幅は42mm(右）眼窯高は33mm(右）， 35mm

（左）で，眼窃ぷ数は78.57(右）となり， mesokonch(中眼隊）に属している。

鼻輻は25mm, 鼻高は50mmで，鼻示数は50.00となり， mesorrhin (中鼻）に属している。

組面の幅径と高径は叶測でぎないが，観察したところでは，両径も小さいようで，特に高径

は著しく低いようである u

また鼻恨部の叶測値は表 3に示すとおり，前眼窃間幅は18mmで，鼻根横弧長は19mmで鼻根彎

曲示数は94.74となり，鼻根部は扁平である。また前頭突起水平傾斜角は147度を示し，前頭突

起の矢状方向への傾斜は著しく弱く，ほとんど前額位である。

歯は 1本も残在していないが， 上顎骨の歯槽突起と下顎骨の歯槽の一部とか残っているので，

その圏槽の状態を歯式で表わすと次のとおりである。

表 3 鼻根部計測値 (mm, 度）

前眼窃間輻

昴根横弧長

鼻根臀曲,J;数
鼻骨最小輻

前頭突起f:輻（布）
（左）

前頭突起水平仰斜角

(21 四肢骨

1) 卜肢骨

成岡

22砂人骨

18 

19 

94.74 

13 

12 

147 

I⑳⑳⑳⑳R⑳⑧  

I⑳ RRRRRR  

右肩甲廿の肩甲棘部が残存していたにすぎない，9

2) 下肢骨

大腿骨，！限骨， )j非骨，左膝蓋骨および足根骨が残存していた。

1. 大腿骨

I I I I I I I I 

I I I I I I I I 

(/ : 不明 ） 
@: 歯槽閉鎮

左右の骨体が残存していだが，，汁測はでぎないものである。径はあまり大きいものではない。

2. り附')']・

左右の骨体か残存していたが，保存状態は右側の方が良好である。径はやや大きく， ヒラメ

筋線の発達も良好である。

壮測値は表19に示すとおり，推定中央位における最大径は28mm(右），横径は17mm(右）で，

中央断面ボ数は60.71 (右）となり， platyknem (平匠）に属し， f'j-f本は著しく扁平である。

;) . 誹骨

左右とも近位部が残・・）ていたにすぎない 0 径はやや小さい。
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第 1章 成岡・西ノ平遺跡出土の中世・近世人骨

(3) 性別・年令

性別は，前頭部が膨隆していることや前頭結節が良く発達していることから女性と考えられ，

年令は縫合が内板で癒合閉鎖していることから，熟年と推定される。

成岡23号人骨（男性・熟年）

頭蓋と四肢長骨片が数片残存していたにすぎない。

(1) 頭蓋

左右の側頭骨の岩様部，後頭骨および頭項骨の骨片が残存していた。乳様突起はやや小さい

が，外後頭隆起の発達は良く，後頭隆起も認められる。縫合の一部を観察することができたが，

この部分では外板は開離しており，内板は癒合閉鎖している。

(2) 性別・年令

性別は，外後頭隆起が大きく，後頭隆起も著明であることから男性と考えられ，年令は縫合

が内板において癒合していることから，熟年と考えられる。

成岡24号人骨（女性・熟年）

(1)頭蓋

脳頭蓋が右半分残っていた。上項線は比較的明瞭で，乳様突起は中程度である。三主縫合の

うち冠状縫合と矢状縫合は外板においては開離しているが，内板では癒合閉鎖しておりまたラム

ダ縫合は内板両板とも開離している。

計測はほとんど不可能であるが（表12)観察したところでは諸径は小さく，また頭型は長頭

に傾いている。

下顎骨は右半分が残存しているが，下顎体は著しく低く，下顎枝も後方へ大きく傾斜してい

る。

歯は残存していなかったが，下顎骨の歯槽が観察できたので，これを歯式で表わすと次のとお

りである。

I I I I I I I I I I I I I I I I 

I @ @ @ @ @ I I I I I I I I I I 

(/ : 不明 〕
R: 歯槽閉鎖

(2) 四肢骨

1)上肢骨

1. 上腕骨

右側の骨体遠位半が残存していた。計測は最小閲のみが可能であり，その値は55mm(右）で

径は小さい。

2. 撓骨
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VI 人骨所見 ， 

右側の骨体か残存していたか計測は不可能なものである。径は小さい。

3. 尺骨

右側骨体か残存していたか， これも計測はできない。径は小さい。

2)下肢骨

左寛骨の寛骨臼部，大腿骨，胚骨および足根骨か残存していた。

1. 大腿骨

左右とも骨体が残存していたか，計測は不可能なものであった。観察したところでは，径は

小さしヽようである。

2. 腔骨

左側骨体か残存していたが，保存状態が悪く，計測できないものである。観察したところで

は，径は小さい。

(3) 性別・年令

性別は，頭菰の形態や四肢骨が小さいことから女性と考えられ，年令は矢状縫合および冠状

縫合では内板か癒合閉釦していることや下顎骨の歯槽の閉鎖状態から，熟年と考えられる。

西ノ平4号人骨（男性，年令不明）

(1) 頭蓋

脳頭蓋のうしろ半分と下顎骨か残存していた。

1. 脳頭蓋

計測は表11に示しているとおり，わずかな項目だけか可能であった。径はやや大ぎく，縫合

は三主縫合とも内板では癒合閉頷しており，矢状縫合およびラムダ縫合は外板でも癒合か認め

られる。

2. f顎骨

ド顎体のみか残存していた。 ド顎体の高径は著しく低く， また下顎枝は後方へ大ぎく傾いて

いる。

3. 歯

遊離歯が残存していた。これを歯式で示せば次のとおりである。

; ~/, :. :_, ; ; ; I ; ; ; ~t), 1. ~; 

ヽ

ノ存
鎖

歯

開

閉

佳

明

槽

槽

鼠

不

歯

歯

遊

．．
 

．
．
．
．
．
．
 

¥

，

 

/
"
-
@
．
 

（

＼

 

咬耗度はBrocaの 2度である。

(21 四肢骨
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1) I汎支廿

肩甲骨，鎖骨およびじ腕骨か残存していた。肩甲骨は左右とも肩甲棘の部分か残っており，

鎖骨は布側の中部か残存していた。鉛骨はやや細い。

1. f--. 腕-n
左側の骨体か残存しているか，保存状態が悪く，計測はできない。観察したところでは長径

は著しく長いようである。

2) 下肢骨

寛骨，大腿骨および胚骨か残存していた。

寛骨は右側の大坐骨切痕部と左側の寛骨臼部か残っており，寛骨臼の径は大ぎく，大坐骨切

痕の角度は小さい。

1. 大腿骨

左側は骨体か，右側は大腿骨頭の一部と遠位端を除く大部分か残存していた。長径は著しく

長く，右側では残存部だけを社測しても約 460mmある。粗線の発達は粋しく悪いものである。

計測値は表17に示すとおり，推定中央位での矢状径は28mm(右）横径は30mm(右，左）で，

骨体中央断面ホ数は 93.33(右）となり，骨体の断面形は横広ろの隋円形を星している。また

骨体上部はやや扁乎である。

2. 胚骨

右側骨体の内側面か残存していただけである。

(3) 性別・年令

性別は，大坐骨切痕の角度か小さいことや四肢骨の径が大きいことから男性と考えられるか

年令は不明である。

西ノ平5号人骨（男性，熟年）

(1) 頭蓋

1. 脳頭蓋

右半分と左側頭骨か残存していた。」：項線は明瞭で，乳様突起も大ぎい。二主縫合はいずれ

も内板は癒合閉鎖しており、外板にも部分的に癒合か認められる。

計測値は表11にポすとおり，最大長も最大輻も計測でぎないか，観察したところでは頭烈は

明らかに長頭型を呈している。

2. 韻面頭蓋

右半分と卜顎骨の歯槽突起か残存していた。肘卜弓の隆起はややり蚕く，頬骨も外側へ突出し

ているようである。

計測値は表11のとおり，眼窯幅は45mm(右）眼窃高は34mm(右）で，眼窟示数は 75.56(右）

となり， chamaekonch (低眼窟）に属している。

3. 下顎骨
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ド顎骨は左側の下顎枝の一部を欠損している以外は保存状態は良好である。下顎角は外側へ

張り出している。計測値は表13に示すとおり， 下顎骨の径は大ぎく，頑丈である。

4. 歯

歯もよく残存していた。これらを歯式でホすと次のとおりである。. . . . . . 
MzヽM1 Pz巳 II I』11 b C P1 P2 M1 M2 / 

見 M2見 P2い C 12 / I / C P1P2M1⑧R  

1:0)し,::;や大きく咬耗度はBrncaの2度てあt三損）］
1) 卜肢骨

棧骨と尺骨か存残していた。

1. 撓骨

右側の骨体か残存していた。計測値は表15に示すとおり，著しく大きく，骨間緑の発達も良

好である。

2. 尺骨

右側は骨体の大部分か，左側は骨体の一部が残存していた。計測値は表16に示すとおり，径

は著しく大きい。

2) 下肢骨

大腿骨と！墨骨が残存していたか，胚骨は骨体の一部である。

1. 大腿骨

左右とも骨体か残存していたが，左側は外側面のみで，右側の方か保存状態は良好である。

計測値は表17に示すとおり，こく一部のみしか計測できなかったか，観察したところでは，径

はやや大ぎい。

(3) 性別・年令

性別は，眉上弓の発達か良いことや四肢骨の径か大ぎいことから男性と考えられ、年令は縫

合か内板では癒合閲鎮していることから熟年と考えられる。

西ノ平7号（女性・熟年）

(1) 頭蓋

左頭頂骨を欠損した頭蓋冠か残存していた。外後頭隆起の発達は悪く，前頭部は膨隆してい

る。三主縫合のうち冠状縫合と矢状縫合は内板に癒合か認められ，外板も癒合か始まっているか

ラムタ縫合は内外訓板とも間離している。
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計測はできないか，観察したところでは径はやや小さく，頭型は明らかに長頭邸である。

(2) 四肢骨

寛骨の寛骨臼と耳状面の一部および大腿骨が残存していた。

1 . 大腿骨

布側は内側顆と大転f部を欠損しており，左側は骨体と遠位端か残存していた。計測は右側

のみか可能で（表18),推定中央位での矢状径は22mm(右）横径は27mm(右）で，骨体中央断面ぷ数

は85.19(ん）となり，骨体の断面形は横径か大きい横広ろの楕円形である。また粗線の発達は

著しく悪いものである。観察したところでは骨体上部の扁平性は強いようである。最大長は内

側顆か欠如しているため計測できないか，外側顆を使って測ってみると，約 390mmあり，女性

としては長さは長いようである。

(3) 性別・年令

性別は，頭蓋前頭部が膨隆していることや諸径か小さいことから，女性と考えられ，年令は

二上じ縫合のうち二縫合か内板において癒合閉鉛していることから，熟年と推定される。

西ノ平8号人骨（男性・ 熟年）

(1) 頭蓋

うしろ1/2が残存しているだけである。外後頭隆起は弱いか，後頭隆起か認められ， また乳様

突起も小さいものではない，三主縫合のうち， ラムダ縫合と矢状縫合のうしろ1/3が観察できた

ラムダ縫合は内板では癒合閉鎖していたが外板では開離しており，矢状縫合は内外両板とも開

離している。

(2) 四肢骨

寛骨臼の一部，大腿骨，胚骨，排骨の一部および足根骨と中足骨の一部が残存していた。

1. 大腿骨

左右とも骨体が残存していたが，保存状態か悪く，計測はほとんど不可能である。観察した

ところでは，径はやや大きく粗線の発達もやや良好である。

2. 腟骨

左右とも骨体か残存していたか，左側の方が保存状態は良好である。径はやや大きく， ヒラ

メ筋線部は陥凹しており，鉛直線は著明である。また中央断面型はヘリチカのV型（左）であ

る。計測値は表19に示すとおり，推定中央位における最大径は29mm (左）横径は23mm(左）で

中央断面ポ数は79.31(左）となり，骨体には扁平性は認められない。また骨体周は81mm(左）

最小周は7(lnm(左）で，骨体は太い，

(3) 性別・年令

性別は，四肢骨の径がやや大きいことから男性と考えられ，年令はラムダ縫合か内板におい

て癒合閉鎮していることから，一応熟年としておきたい。
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西ノ平 9号人骨（男性・熟年）

(1) 頭蓋

1. 脳頭蓋

脳頭蓋のうち}J'前）j部尺を欠損している以外は良く残仔していだ。外後頭隆起は許明なもの

ではないか，乳様突起は大きいぅ : :t縫合はすへて外板は開離しているか，内板は癒合閉鎮し

ている C fn測はでぎないか，観察によれは，頭型は中頭型を呈している。

2. 下顎l'i'l・

右半分か残仔していたか，閃節突起および統突起は欠損している。ド顎体は著しく低く，歯

槽はすべて萎粕閉釦しており，ード顎枝の後}jへの傾計は特しい、歯槽の状態を歯式でポすと次

のとわりである。

；~~~~ ニニ ~I~~~;; ; ; ; 
(/ : 不明（破損）

@: ・歯槽 t~捻直 〕
(2) 四肢骨

1 l 1・.n支'i'J・

1 . l・. 腕'!']・

右側骨体か残存していたし＿径は大きく，骨体は扁‘ドであり， ~~ 角仙粗面の発達も良好である Q

叶測伯は表14にぷすとおり，推定中央位での最大径は24mm (右）最小径は17mm(右）で骨f本

断面ボ数は70.83 (右）となり，廿体は著しく扁‘ドである。また骨体最小／吉］は66mm(1」）中央周

は71mm(右）で，廿体は太¥l 

2. 撓骨

右側骨体か残存して＼ヽたつ「△寸測値は表15にぷすとおり，晶径は大きく，特に横径は粋しく大

きく，頑丈である。

3.)('/')・ 

布側骨体か残存していた。社測ll在は表16にぷしてし)るとおり，径は著しく大きく頑丈である

2) ド肢-j'j・

1. 大腿骨

左右とも廿1本が残存していた C I名径は大きく，特に長径は著しく長い。柑線の発達は中程度

である＾，汁測値は表171こぷすとおり，で推定中央位での矢状径か28mm(右）， 29mm(左），横径は30

mm (も、左）で，骨体中央[*Jr[籠j~数は9:).33(右）， 96.67 (左），となり，＇廿体の浙向型は横広ろの

恰円形を早している 骨・体中央周は92mm(右）， 93mm(左）で， 骨体はJ、<し ¥u まだ I:骨体断面ぷ

数は74.29 (右）となり，骨体 f-.;閤は扁'/Zである 0

ー
］
h
ー窯ェ

HH"-

り//]

か右とも廿体か残{f-しているか， ,n測はできないものである ヒラメりり線の発達は良好で，
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径も大ぎい。

(3) 性別・年令

性別は，孔様突起か大ぎいことやf/Lj肢骨か大きし＼ことから男性と考えられ，年令は縫合か内

板におしヽて癒合1礼］釦してし)ることから，が丸年と推定される、

考 察

中机人骨は保存状態か許しく悲く，形屈を明らかにすることかできなか ・Jだので，近i廿人骨

につしヽて検討する。

<

り
戌
)

＼ 

品炉
ご

¥,_' ,,,,,.----~ 

図1 近世人骨出土主要遺跡

(1) 頭蓋

保仔状態かあまり良くなか＇）だので，頭低長船示数を邸出できたものは 1例もなか→ だか，

観察によって頭if;(Jを推定でぎだものか8例あり，その）ちの 7例は IIHらかにに頭に傾いてし］こ

また表4にぷすとおり，男性の脳頭蓋は比較群よりも小さく， 女性でばむしろやや大きい傾向

が認められる（表 5)。
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まだ韻面頭蓋については， 男女とも眼窯輻かやや大きく， 眼腐示数は男女ともどの比較群よ

りも小さいぷ数値を示している。

鼻輻もやや広く， 鼻示数はとの比齢資料よりも大ぎな示数値となっている。

鼻根部は著しく広く， 鼻骨も低くて， 鼻根部は著しく扁平であり，他地方の中枇人あるいは

近世人と同じ傾向を示している。

表4 頭蓋計測値（男性） (mm) 

成岡・西ノ平

近世人

l. 

8. 

11. 

51. 

52. 

52 / 51 

頭蓋最大長

頭蓋最大輻

両耳輻

眼窯輻（右）

眼腐高（右）

眼窃，]~ 数(,/,)

n
-
l
]
2
l
l
1
 

M 

177 

135 

122.50 

45 

34 

75.56 

松之尾

中・近世人

（松下）

M 

185 .18 

138.42 

124 .40 

42 .89 (左）

33 .67 (左）

78.58 (左）

1

2

0

9

9

9

 

n
-
l
l
l
 

桑島

近枇人
（脇）

M 
180.13 

131.02 

121.47 

40.81 

34.47 

83.25 

3

3

3

6

8

6

 

n

一ー
1

1

無縁坂

近世人
（森田• 他）

M 

183,5 

141.1 

126.6 

43.3 

35.1 

81.6 

n
-
9
2
9
2
9
1
9
5
9
5
9
5
 

表 5 頭蓋計測値（女性） (mm) 

成岡・西ノ平

近世人

1. 

9. 

11. 

23. 

43. 

50. 

51. 

52. 

52 / 51 

54. 

55. 

54 / 55 

n M 

1 185 

1 92 

1 114 

1 508 

1 100 

I 18 

1 42 

1 33 

1 78. 57 

1 25 

1 50 

I 50.00 

頭蓋最大長

最小前頭輻

両且輻

頭蓋水平周

r. 頻輻
1Jij肌ぶ祝1閉軋蘭

眼窃輻（右）

眼窮高（右）

眼窃ぷ数 (11)

恥輻

鼻．高

鼻l 1(、数

松之尾

中・近祉人

（松ド）

n 1¥1 

2 180.00 

2 87. 50 

1 119 

1 508 

1 101 

桑島

近世）＼

（脇）

n M 

4 172.60 

4 91.87 

4 118.35 

4 492.57 

2 99. 95 

2 17. 95 

2 40 .00 

2 34.85 

2 87 .12 

2 24 .15 

2 49. 90 

2 48 .36 

41 (左）

34 (左）

82.93 (左）

22 

47 

46.81 

無縁坂

近世人
（森田• 他）

n M 

60 173.2 

63 91. 5 

59 119.8 

60 497.3 

63 100. 7 

55 17.3 

54 41. 7 

54 35.3 

54 84.7 

52 24.6 

52 50 .1 

50 49.2 

(2) 四肢骨

男性卜腕骨はわずか 1例のみしか丘t測できなかったか，

京坪近甘人，桑島近世人にも近い（表6)0 

この 1例の高径はやや大ぎ<, JI I田

表6 上腕骨計測値（男性，右） (mm) 

l
[
J
 

，
 

a

/

 

.

.

.

 

‘’ 

l
3
6
[
1
[
9
6
 

中央最大径

中央横径

骨体最小／作l
中央拮l
廿・f本［床1irll1,i; 委t

Ill田以坪 四郎丸 松之尾 桑島

近1仕人 近tll:A 中・近世人 近世人

（松ド） （松下• 他） （松 ,,・i (>'!., む）

n M n'.¥1 n M n M n M 

1 21 3 24.00 l 23 6 21.33 16 22.00 

1 17 3 17 .33 1 18 6 15.83 16 16.69 

l 66 3 65. 33 - 17 60. 21 15 66. 22 

1 71 3 70.00 1 66 6 62.00 15 71.28 

1 70.83 3 72.30 1 78.26 6 74.44 16 75.90 

成岡・西ノ平

近廿t人
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第 1章 成岡• 西ノ平遺跡出十＾の中l仕・近世）＼骨

また撓骨および尺骨の径も許しく大ぎいものであったぃ

下肢骨についても，男性の大腿骨は，官崎学l剥都市近世人ばどではないか，諮径は粋しく大

ぎ<, J 11田点」t近匪人および四郎丸近枇人に近い（表7)。

表7 大腿骨計測値（男性，右） (mm) 

成 1泊］• 西ノ平 /11111点坪 四郎丸 白崎'i:l点］都rri 松之It 仝島

近世）＼ 近枇A 近tll:A 近枇｝＼ 中・近廿｝＼ 近!U:J,

（松ド） （松ト―• 他） （松 I;. 他） （松 Fl I＼, ／ー＇じ,ー-ヽ）

n '.¥I n ~I n ~1 n ~1 n ~1 n ~I 

6. 廿1本中央欠lk径 3 28.00 3 28.67 1 28 I 33 11 26 Sり 11 26.29 

7. 骨体中央柚径 4 29.00 3 28.33 I r 1 31 11 25 64 14 24 .66 _, 

8. 廿体中央),¥] 3 90.33 3 R9.67 1 87 I 106 II 82 64 14 80.61 

， 廿/fl横仔 4 33.25 3 30.67 I 31 ].j 30.93 14 29. 58 

10 i'! I本1矢1人仔 2 26. 00 3 25. 67 1 24 14 23.86 15 2:1,()¥ 

6 / 7 廿体中央断IHIぷ数 3 98.12 3 102. :i9 1 103. 70 97 .06 11 104.0:J 14 10Ul9 

10 I 9 L、i'li本l*J111Ti,1;なt 2 79 .08 3 83. 75 ］ 77 .42 14 77 .3り 14 77 .60 

なお，骨1本後面の発達は著しく悪く，柱状形成は詑められないし，粗線の発達も悪いc また

女性大腿骨の諸径も大きく，中央断面示数も著しく小さいもので，男性の場合と同じ碩向か認

められる（表8)。 しかし，胚骨は男女ともあまり大ぎいものではない（表9, 10) u 

表 8 大腿骨計測値（女性，右） (mm) 

11父!,cl・iJLjノ'f 111111か、J平
近廿｝＼ 近ILIA

（松ド）

松之）ビ 桑島

中・近世人 凪世人
（松ド） (i'r, じ）

n l¥l n l¥l n l¥l n l¥l 

6. 骨体中央矢：!kit 

7. i'l f本,1,央横 it
8. 骨体 ,1,央／古］
(i / 7 甘体中央断面ぷ数

，
 

ー

3

7

1

5

 

2

2

8

8

 

l

l

l

l

 

o

o

o

l

 

0
 U
C
 

0

3

 

•••• 3
L
3
5
0
 

9
}
?
l
[
9
9
 

?
l
?
]
9
l
C
/
]
 

7

7

[／

l" 

6

6

6

2

 

．
．
．
．
 

2

3

3

6

 

2
]
2
7
1
9
 

3

3

3

3

 

7

9

9

3

 

2

7

5

1

 

•••• 4

2

6

7

 

2
]
2
7
0
 

ー

r
/
[
1
7
7
‘
/
 

表9 匪骨計測表 （男性） (mm) 

成I,り］・ ifliノ平 111111扇Jf !Ill/叩丸 桑島

近靴人 近t:H:A 近1廿人 近廿ti,
（松 l、) （松 I'"・ 他）（；，，じ）
在 芥パ右

n l¥l・n l¥l n l¥1 n l¥1 

8. 中央最大仔 29 2 28.00 1 3 () ]~ 27.02 

8a. 栄森孔位最大径 31 1 37 ， 

9. 中央横任 23 2 21.00 2 2 3.00 l!J 20 .18 

9. 泊養孔位横仔 24 1 26 

10a. i'l 休 閻 81 2 78.Sll 84 19 80.36 

10. 末投孔位 1寺l 88 19 88.9り

10b. 最 ,jヽ 周 70 18 73.47 

9/8 中央 l:lili1fli,iく数 79.31 2 7~.11) 7 6 67 19 74.89 

9a/8 a栄養孔位11'川（！］ポ数 77.42 l 70.27 
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VI 
人骨所見

また大腿骨の長任が許しく長いと推澗

される冽かリH'J:2例，

れたか，

に晶径は小さくなり，

と告えられている

女性1例に めら

この例はいすれも両ノギ遺跡か

ら出土しだものである

四肢刊につ (lては，縄文・弥生時代人

か•餃的に大きく，頑丈で，杯訣形成や扁

平'/牛も，忍められるか，時代とともに次第

きゃしゃにな）た

しかし，近世人では確かに杯状形成や厨

表10 歴骨計測値（女性，右） (mm) 

8. 

8. 

9. 

9a. 

10. 

10a. 

106・ 
9/8 

9a/8a 

成岡・西ノ平

近枇人

中央最大径

栄養孔位最大径

中央横径

栄養孔位横径

骨体 1昔］

栄灸孔位周

最小 1告］

中央断面示数

栄養孔位断面示数

n

-

2

2

2

2

1

2

1

2

2

 

M 

26.50 

33.00 

18.50 

21.50 

70 

82.50 

66 

70.36 

69.96 

染島

近柑人

い'r.志）
n M 

5 25. 66 

5
 

5

5

5

5

 

18.54 

75.76 

82.08 

69.06 

72.50 

、ド性は占められなくな＇）てしヽるか，晶径はけ')して小さいものばかりではない 3

1炉史時代人については所属する社会的階級によ＇）て，相当大きな差か存在することか予想さ

れてしヽ る 本例の所属する階級や楷層を明らかにすることはできなかったか，

ことを告えれば，比較的 J・.層級の人々ではなか.Jだかと推察される。

第石が存在する

総

鹿児島県川内市にある成岡• 西ノ平遺跡から，

括

中tU:・近世）＼骨か合，ii32体出士した。保仔状

態は必すしも良好なものではなかったか，

結果は次のように＇炭約でぎる。

ある程度観察とは測とか叫能なものであっだ、，その

1 . 32体のうち 3体か中棋）＼『]・, 残りの29体は近甘人骨であった。中枇人骨はすべて成人骨で

そのうちの 1体は火綽骨であ.)tこ近世）＼骨29f本のうち26体は成人廿で，残りの 3f本は幼小

児骨てあっだへ成人骨26体のうち12体か男性竹，

ある c

5体かな性骨で，残りの 9体は性別不明で

2. 頭蓋長輻ぷ数は 1例も罪出できなか）たか， 観察によグ）て頭型を推定できたものか8例あ

り， その］ち 7冽はll)jらかに長頭型であり， 11列は中頭悲を呈してしヽだ。

3
 
傷！頂irt貞i望を観察することかできだのは， わすか1例（女性） であり， 鼻根部は広くて）詞平

で，低伯てある，

4. flし）肢骨には杯状形成や扁‘ド性は認められな')か， f: 肢叶や大腿骨の訊径は大きし＼。また大

腿骨・の長径か許しく長いと推定されるものか，男性2冽， 女性l例に められた。

桐筆するにあだり，本研究の桟会を与えていだだ'¥だ鹿児島県教育1『文化，，閑ならびに人骨研

究に関して指）りしヽただしヽだ内藤芳罵教授にも謝致します。〉
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第 1章 成岡・西ノ平遺跡出上の中世・近世人骨

表11 頭蓋計測値（男性） (mm I 

成岡

3号人骨

成岡

5号人骨

西ノ平

4号人骨

西ノ乎~

5砂人骨

西ノ平

8号人骨

平均

M n
 

1 . 

8. 

11. 

12. 

41. 

51. 

52. 

52/51 

頭蓋最大長

頭蓋最大幅

両耳輻

最大後頭幅

側顔長

眼窯輻（右）

眼窃高（右）

眼窃示数（右）

177 

(127) 

135 

127 

115 

118 

107 

72 (1 i) 
45 

34 

75.56 

106 

ー

1

2

3

1

l

l

1

177 

135 

122. 50 

109.33 

72 (右）

45 

34 

75.56 

表12 頭蓋計測値（女性） (mm) 表13 下顎骨計測値（男性） (mm ， 度）

成岡

22号人骨

成岡

24号人骨

成岡

5号人骨

西ノ平

4号人骨

平均

1 . 

9. 

11 

23. 

41. 

43. 

50. 

51. 

52. 

52/51 

54. 

55. 

54/55 

頭蓋最大長

最小前頭輻

両耳幅

頭蓋水平囲

側頷長

上頷輻

前眼嵩間輻

眼窃輻（右）

（左）

眼窯高幅（右）

（左）

眼甜示数（右）

（左）

輻

高

数

鼻

鼻

鼻 ,. 
刀ヽ

185 

92 

508 

70 (右）

100 

18 

42 

33 

35 

78.57 

25 

50 

50.00 

114 

67. 

69131. 

70. 

70131. 

71 

71 a. 

71111. 

79. 

71/70 

70(31/71(11 

技

技

前 F顎幅
下顎体厚（右）

（左）

高（右）

（左）

卜顎切痕高（右）

（左）

幅（右）

（左）

最小技幅（右）

（左）

下顎切痕幅（右）

（左）

ド顎技角（右）

（左）

下顎技示数（右）

（左）

F顎切痕ぷ数（右）
Ui) 

15 

41 

JO 

10 

西ノ平

5号人骨

n M 

2 42. 5D 

3 13.00 

2 11.00 

1 71 

44 

14 

12 

71 

14 

34 

34 

38 

132 

47.89 

36.84 

14 

34 

34 

38 

132 

47.89 

36.84 

表14 上腕骨計測値） (mm) 表15 撓骨計測値（男性） (mm) 

成岡

24号人骨

女性

右

西ノ平

9号人骨

男性

右

西ノ乎

5号人骨

右

西ノ平

9号人骨

右

平 均

5 . 

6. 

7. 

7 lal・ 

6/5 

中央最小周

中央横径

骨1本最小周
中央周

骨体断面ぷ数

55 

24 

17 

66 

71 

70.83 

3. 最小周

4. 骨体横径

4a. 骨体中央横径

5. 骨体矢壮径

5a. 骨体中央矢状径

5(51 骨体中央 /le]

5/4 骨体断面示数

5a / 4a中央断面ポ数

20 

20 

15 

15 

56 

75.00 

75.00 

右

n 1¥1 

l 43 

2 21.00 

2 20. 50 

2 13. 50 

2 13. 50 

2 55-00 

2 64. 78 

2 66. 67 

43 

22 

21 

12 

12 

54 

54 .55 

57 .14 
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VI 
人骨所見

表16 尺骨計測値（男性） (mm) 

西ノ平

5号人骨

右

西ノ平

9号人什

布

.，-1↑
 

―ヽ 均

右
n M 

2

L

 

ー

•• 

/

／

 

11
認

S
L
G
l
l
s

尺骨矢状径

尺骨横径

中央最小径

中央最大径

中央園

骨体断面ぷ数

中央浙面ぷ数

15 

20 

15 

19 

57 

75.00 

78.95 

15 

18 

14 

18 

57 

83.33 

77.78 

2

2

2

2

2

2

2

 

15.00 

19.00 

14.50 

18.50 

57.00 

79.17 

78.37 

表17 大腿骨計測値（男性） (mm) 

成岡

lZi} Jvf')-
t1 

西ノ平
5号人骨

右

7

9

 

/

I

 

．
．
．
．
．
 

6

7

8

9

0

6

0

 

l

l

 

骨体中央矢状径

骨体中央横径

骨体中央周

骨 1本」：横径
骨体＿卜．矢状径

骨体中央断面示数

卜骨1本断面示数

28 

26 

86 

31 

26 

107.69 

83.87 

左

骨
平
人
ノ

"fi

西
4

右

28 

30 

93 

34 

93.33 

30 30 

33 

西ノ平

8号人骨

左

27 

西ノ平

9号人骨
右左

28 

30 

92 

35 

26 

93.33 

74.29 

29 

30 

93 

96.67 

平

n
-
3
4
3
4
2
3
2
 

右

M 

28.00 

29.00 

90.33 

33.25 

26.00 

98.12 

79.08 

均

n
_
1
2
1
 

左

1¥1 

27 

30.00 

93 

96.67 

表18 大腿骨計測値（女性） (mm) 表19 腟骨計測値 (mm) 

成岡
1号人骨ァ

左

7

9

 

.

.

.

.

.

 ／

/

 

6

7

8

9

0

6

0

 

l

l

 

骨体中央矢状径

骨体中央横径

骨体中央周

骨体 K横径
骨（本 K矢状抒
什体中央断面，1;敷

I滑・j本断面示数

27 

L
J
 

丘

r'

.，
 ー

人
・

1
3
[
1
1

-
9
 ノ，．

J

ィ一
2

2

8

1
,下7
 

戌

8. 中央最大径

8a. 栄養孔位最大径

9. 中央横径

9a. 栄養孔イ；［横径

JO. 骨体周

85. 19 l Oa. 栄養孔位周

10b. 最小固

9 I s 中央断面ボ数
9a / 8 a宋養孔f:rl屯1「面,]ー、数

平

骨

3
1
4
2

人
性

．
．
 

左
一
2
9
3
1
2
3
2
4
8
1
8
8
7
0
7
9
7
7

号
男

ノ

8
 

西 成岡

1号人骨
女性

羞

18 

18 

74 

64.29 

成岡

16号人骨

女性

右

25 

29 

20 

23 

70 

81 

66 

80.00 

79.31 

成岡

22サ人骨

女性

右

28 

33 

17 

20 

84 

60.71 

60.61 
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Vl 人骨所見

第2章成岡・西ノ平遺跡出土の幼小児骨

分部哲秋※

はじめに

鹿児島県川内市において近接した地点にある成岡，西ノ平両遺跡は，1981年から1982年にかけ

て調査された。成岡遺跡からは総数23体の人骨が出土し， うち 2体が小児骨で，西ノ平遺跡か

らは総数9体の人骨が出土し， うち 1体が幼児骨であった。これらの出士人骨は，別項で述べ

られているように考古学的所見より，前者の23体は近世に属し，また，後者の 9体は， 3体が

中世， 6体が近世に属する人骨であるが，両遺跡出土の幼小児骨 3体はいずれも近世に属する

ものである。

発掘調査によって見いだされる古人骨の中には，かなり多くの割合で幼小児骨が含まれてい

る。筆者は、現代を含む各時代の幼小児の成長，化骨，歯の萌出などの問題を研究することは，

きわめて重要であると考え，現在資料の収集につとめるとともに，各遺跡ごとの報告を行なっ

ている。

成岡および西ノ平遺跡出土の幼小児骨についても，できる限りの詳細な観察，計測および年

令の推定を行なったので，その結果を報告したい。

資 料

成岡および西ノ平遺跡出土の幼小児骨 3例の推定年令，年令区分は次のとおりである。

ただし，年令は後記するように，近世人の歯の萌出時期，形成時期が現代人と大差ないと仮

定したうえで，これらから推定したものである。年令区分は，大友遺跡出土の幼小児骨（分部，

1981) の区分に従った。なお，幼小児骨の性差については，種々の研究がなされているが，現

在性別を同定することはむずかし<' 3例とも性別は不明である。

表 1 幼小児骨資料

人骨番号 推定年令 年令区分

成岡 4号人骨 11 オ 小児 (I期）

成岡 26号人骨 12-13オ 小児 (II期）

西ノ平 6号人骨 6 才 幼児

※WAKEBE TETSUAKI 長崎大学医学部解剖学第 2教室
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第 2斌 成岡• 西ノ半遺跡出士の幼小児竹

所 見

成岡4号人骨 (11オ，小児）

1)頭蓋

頭蓋においては，右頭頂骨後半部，右側頭骨，左側頭骨の錐体，後頭骨鱗部，左上顎骨歯槽

突起および左下顎枝と歯が残存していた。これらの骨壁は成人骨に比べて薄く，外後頭隆起も

ほとんど認められない。

残存していた歯を歯式で示すと次のとおりである。歯は，上顎M,が萌出途中で，下顎M,をはじ

めその他の歯にはBroca1度の弱い咬耗が認められ，上顎M,以外は萌出していたと考えられる。

叫は歯冠の％程度が形成され，その他の歯の歯根は欠如していた例が多いかえ~.~は％程度，

叫は％程度まで形成されている。

• I • ． ． ． ． ・遊離歯
(¥¥13) M2 M, 巳 P,CI2I1 I, I2 C P1 P2 M1 M2 / 
V V （）歯槽内埋伏

／ M2 M1P2P1 C I2 I, I , 12 C P, P2 M1出／ v萌出途中． ． ． ． ． ． ． ． 
／不 明

2) 四肢骨

四肢骨では，右大腿骨の骨体近位半および右腔骨の骨体遠位半が残存していた。

大腿骨は， 成人に比べ近位端， 骨体とも小さく，細長い。推定中央位での計測値は，それ

ぞれ矢状径が (19.3cm) , 横径が (17.8mm)で，中央断面示数は(108.43)となり成人に比べ示

数値はやや大きく，粗線の発達も良好である。中央固は(61.0mm)で，成人に比べはるかに小さ

い。また，骨体の中央部の断面形は，粗線が後面外側部にあたるため，三角形に近い形をして

いる。

計測値を他遺跡出土の同年令のものと比較すると，表 2に示すように弥生時代に属す宮の本

27号，大友〔 11〕号はもとより，古墳時代に属する大友〔15〕号よりもかなり大きい値を示してい

る。このことは，松下により前項で述べられているように，成岡，西ノ平両遺跡出士成人骨の

大腿骨の骨体が，他遺跡出士の近世人や大友，宮の本両弥生人よりやや大きいという結果と一

致しており，成人における形質の差がすでに小児期において現われているのかも知れない。

表 2 大腿骨骨体主要計測値（推定年令11才，右） (mm) 

人骨番号

時代

成岡 4号 大友〔15〕号

近世 古墳

大友〔11〕号

弥生

宮の本27号

弥生

6. 骨体中央矢状径 19.3 

7. 骨体中央横径 17.8 

8. 骨体中央固 61.0 

6/7骨体中央断面示数 108.43 、
1
,
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VI 人骨所見 、

次に胚骨の中央推定位での計測値は，最大径か(20.0mm),横径が(16.0mm)で，中央断面示数

は(80.00)となる。このポ数値は，成人女性よりもかなり大きく，成人男性とほぼ同じで扁平性

は全く認められない。また，骨体周は(57.0mm), 最小周は(55.0mm),で両計の差はわずかであ

る。

この計測値を他遺跡出土の同年令の例と比較すると，表 3に示すように，諸径は大腿骨と同

様に，宮の本27号はもとより大友〔15〕号よりも大きい値を示している。また，断面示数について

も，弥生，古墳，近世の順に時代を経るに従い，示数値が次第に大きくなる特徴が認められる。

表 3 腔骨骨体主要計測値（推定年令11オ，右） (mm) 

人骨番号 成岡 4号 大友〔15〕号 宮の本27号

時 代 近 世 古墳 弥生

8. 中央最大径 20.0 19.4 18.0 

9. 中央横径 16.0 15.3 14.0 

10. A目止 体 周 57.0 55.0 51.0 

10b. 最 小 周 55.0 51.0 

9/8 中央断面示数 80.00 78.87 77.78 

3) 年令の推定

歯が下顎M,まで萌出し，上顎Mは萌出途中である。藤田(1965)の現代人永久歯の萌出時期に

よれば，下顎Mは男性平均11オ 3ヶ月，女性平均11オ 1ヶ月，上顎Mは男性平均11オ11ヶ月，

女性平均12オである。また，金田(1957)の永久歯の歯根形成時期によっても，ほぼ11オとの結

果が得られるので，この人骨の年令は，約11オの小児(I期）と推定される。

成岡26号人骨 (12~13オ，小児）

この人骨は，頭蓋の一部と四肢骨片が残存していた。

頭蓋では，左頭項骨の一部，左右側頭骨の錐体，後頭骨鱗部上半および上顎歯槽突起のMi_]-翌」
の内面が残存していた。

歯は，也以外はすべて残存し，歯式で示すと次のとおりである。歯の萌出状態は上顎M,まで

萌出し， Mは歯槽内埋伏で，歯冠の一部が未完成である。咬耗の程度はすべてBrocaの1度で

あるが， M1を除きその他は弱く，特にMは弱い。歯根はM,が％程度まで形成されているが，そ

の他は欠如しているため不明である。

(M3) M2 M, P2 P, C 12 I,11, 12 C P, / M, M2 

M3 M2 M, P2 P, C . . . . 12 LIL ． I2 C P, P2 M, M2 

l

-

伏埋

歯

内

明

離

槽
遊

噛

不

•I -
(

l
 
二叫

•MM. 
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第 2章 成岡• 西ノ平遺跡出上の幼小児骨

年令の推定

歯は上顎M,まで萌出しており，藤田によれば，現代人の上顎M,の萌出時期は男性平均11オ11

ヶ月，女性平均12オである。また， M幻歯根形成状態は，金田によれば12~13オ程度となり，

M, の咬耗が非常に弱いことも合わせるとこの人骨の年令は， 12~13オの小児 (II 期）と推定され

る。

西ノ平6号人骨 (6オ，幼児）

この人骨は保存状態が悪く，頭蓋の左側頭骨の錐体と上・下顎の歯が残存するのみであった。

歯はすべて遊離歯で歯式で示すと次のとおりである。咬耗の程度は，乳歯では巴」がBroca1 

度，下顎m況 Broca2度，永久歯では応［がBroca1度で，その他の歯には認められない。 歯の

形成状態は，歯冠が阿は％，叫は％～％程度まで形成され，その他は完成している。また，歯

根に欠損がないものでは，歯根が，町は½,~ は％程度形成されている。

: 11:1:,I j: ; ; ii ; ; ii ; ii i:1 (:: : : [二：埋ifJ
年令の推定

歯の萌出状態は，歯の咬耗から氏11が萌出， M-;jは萌出途中か萌出直後，上顎M1が未萌出と考え

られる。

藤田によれば，下顎Mめ萌出時期は男性平均 6オ4ヶ月，女性平均 6オである。また，金田

の歯根形成時期によれば， Mil,T,l, 『~, 斤シの歯冠，歯根の形成程度は， 6オに相当する。従っ
て，この人骨の年令は， 6オの幼児と推定される。

表4 各遺跡出土人骨における幼小児骨の割合

幼小児骨

遺跡 名 時代 出士総数 幼小児骨の割合

幼児 小児 合計 (%) 

宮 の 本 弥生 39 6 3 ， 23.08 
大友(3.4次） 弥生 55 10 4 14 25.45 

日守地下式 古墳 5 1 

゜
1 20.00 

朝田 (ll地区） 古墳 25 1 1 2 8.00 

成/11(1981年） 古墳 103 1 3 4 3.88 

松 之 尼 近世 25 1 1 2 8.00 

成岡，西ノ平 近世 29 1 2 3 10.34 
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鹿児島県川内市にある成岡および西ノ平遺跡から，近世に属する人骨29体が出土し，そのう

ち3体が幼小児期の人骨であった。この 3体の幼小児骨についての観察，計測の結果を要約す

ると，次のとおりである。

1 . 成岡および西ノ平遺跡出土の近世人骨29体のうち，幼小児骨3体の占める割合は 10.34

％で，弥生時代幼小児骨の割合に比べてかなり低い。

2. 成岡 4号人骨，成岡26号人骨，西ノ平 6号人骨の年令は，歯の萌出状態，形成程度から

それぞれ11オ， 12-13オ， 6オと推定される。

3. 成岡 4号人骨の大腿骨および胚骨は，宮の本，大友両弥生人の同年令のものに比べて，

太い傾向がうかがわれる。また，大腿骨の粗線の発達は良好であるが，腟骨における扁平

性は全く認められない。

4. 以上のように，成岡・西ノ平遺跡出士の幼児骨は，保存状態は必ずしも良好なものでは

なかったが，資料数の少ない近世に属する人骨であり，今後の幼小児骨の研究にとって，

貴重な資料のひとつになると考えられる。

国筆するにあたり本研究の機会を与えていただいた鹿児島県教育庁文化課ならびに御指導

いただいた内藤芳篤教授に感謝いたします。）
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川 薩摩郡平礼石寺と守護・地頭・郡司との関係

ー旧記雑録前編所収山内文書について一



Vil 
薩摩郡平礼石寺と守護・地頭・郡司との関係

川
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成
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丘
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中
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薩
麿
郡
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司
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寺
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寺
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。
同
寺
に
関
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史
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現
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嶺
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史
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）
に
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

鎌
倉
遺
文
に
も
前
半
の
分
は
収
録
さ
れ
て
い
て
あ
ら
た
め
て
掲
載
す
る
ま
で

も
な
い
が
、
文
書
に
従
っ
て
私
見
を
の
べ
る
便
宜
上
、
は
じ
め
に
一
六
通
全

文
一
括
し
て
左
に
記
す
。

一
、
薩
麿
郡
司
平
忠
直
譲
状

薩
摩
郡
郡
司
平
忠
直
謹
言

譲
与
平
礼
石
寺
座
主
職
事

七
男
尾
童
丸

五

味

克

夫

ー
旧
記
雑
録
前
編
所
収
山
内
文
書
に
つ
い
て
1

薩
摩
郡
平
礼
石
寺
と
守
護
・

地
頭
・
郡
司
と
の
関
係

在
四
至
限
東
田
畔
、
限
南
河
、
限
西
西
山
西
際
、
限
北
温
谷

右
件
寺
者
、
雖
為
古
寺
、
故
忠
永
朝
臣
之
時
、
令
修
造
、
為

f
孫
繁
呂
、

仏
寺
之
料
田
被
寄
進
畢
、
其
後
忠
直
差
四
至
奉
免
、
而
今
子
息
寺
領
可
令

配
分
之
日
、
七
男
亀
童
丸
分
、
相
副
調
度
文
書
等
、
所
譲
渡
也
、
適
彼
寺

者
、
無
庄
国
両
方
御
公
事
之
上
、
自
今
以
後
者
、
更
郡
司
不
可
有
綺
沙
汰

之
事
、
若
令
此
状
之
違
背
者
、
全
忠
直
之
子
孫
不
可
為
之
由
、
捧
此
証
文

守
護
所
、
可
令
言
上
之
状
、
如
件
、
以
譲
、

建
仁
三
年
五
月
二
十
七

H

二
、
平
礼
石
寺
座
主
忠
兼
申
状

引
返
シ
ウ
ラ
ニ

「
さ
つ
ま
こ
ほ
り
郷
ひ
ら
れ
い
し
の
さ
り
の
け
上
」

（
外
題
）

「
任
申
状
旨
、

令
安
堵
、
可
致
弥
御
祈
疇
丁
寧
状
如
件

惣
地
頭
兼
守
護
所
僧
（
花
押
）
」

薩
摩
国
薩
磨
郡
内
平
礼
石
寺
座
主
忠
兼
解
、
申
請
地
頭
兼
守
護
所
裁
事
、

請
被
殊
任
先
跡
道
理
、
御
免
除
当
寺
領
四
至
内
万
雑
事
井
検
断
等
子
細
状

副

進

次

第

証

文

等

右
、
謹
考
旧
記
、
当
寺
者
是
観
音
殊
勝
之
霊
地
、
利
益
広
大
硼
也
、
笈
以
自

往
古
以
来
、
蒙
庄
国
及
地
頭
方
之
御
免
判
、
所
致
本
家
国
吏
地
頭
守
護
所
御

祈
緯
也
、
任
先
規
重
申
賜
御
一
行
、
欲
備
将
米
之
龍
鏡
芙
、
望
請
恩
裁
、
賜

御
判
、
弥
仰
正
理
之
貴
、
欲
致
万
才
千
秋
之
御
祈
疇
、
初
勒
子
細
言
上
如
件

嘉

禎

四

年

五

月

日

座

主

忠

兼

上

方
々
違
乱
止
ニ
ハ
、

平
（
花
押
）

嫡
子
平
（
花
押
）
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三
別
納
房
忠
兼
申
状
案

引
返
シ
裏
二

「
祁
答
院
別
納
名
主
七
郎
薩
摩
郡
内
平
礼
石
寺
事
」

僧
忠
兼
謹
言
、
申
進
守
護
所
御
裁
事
、

欲
被
且
依
度
々
免
除
状
、
且
任
中
状
道
理
、
平
礼
石
寺
内
有
限
御
裁
許
子

細
事
、

右
、
件
元
者
、
当
時
是
数
百
余
歳
之
建
立
、
利
益
無
雙
口
、
観
音
卜
居
於

此
寺
給
後
、
自
庄
国
両
方
、
寺
内
房
舎
井
料
田
自
被
奉
寄
以
来
、
今

f
全
無

（

中

心

久

）

違
乱
、
又
豊
後
守
殿
―
ー
一
ケ
国
御
奉
行
之
時
、
度
々
面
々
之
御
代
官
雖
□

賜
薩
摩
郡
地
頭
職
、
於
当
寺
者
仰
悲
願
貴
事
、
全
□

住
侶
之
煩
事
、
妥
以

止
住
僧
徒
者
、
偏
堂
舎
於
修
造
、
朝
暮
勤
行
而
致
朝
家
、
本
家
大
将
軍
井
守

護
所
御
方
御
祈
疇

T
寧
、
罷
過
処
、
近
来
為
地
頭
所
之
沙
汰
、
寺
中
土
民
等

之
中
有
之
、
付
任
例
申
事
者
、
不
紅
所
犯
之
実
否
、
無
左
右
妻
子
私
財
併
被

捜
所
天
、
難
住
侶
安
堵
間
、
労
御
祈
疇
殆
為
及
関
如
、
然
者
自
今
以
後
者
、

自
犯
科
出
来
者
、
礼
真
偽
而
、
於
為
実
犯
者
、
任
御
式
目
状
、
召
取
下
手
人

之
身
於
地
頭
所
、
妻
＋
私
財
物
者
、
付
住
宅
可
令
安
堵
之
由
、
蒙
御
裁
許
、

住
侶
招
居
、
敢
欲
致
御
祈
疇
芙
、

一
平
礼
石
寺
者
、
忠
兼
法
師
仁
罷
成
時
、
自
親
父
忠
直
之
手
譲
得
之
後
、
令

堂
舎
修
造
、
致
有
限
朝
夕
勤
、
令
労
御
祈
疇
中
外
、
全
無
餘
煩
、
経
年
序
之

処
、
故
忠
友
之
時
、
件
寺
依
為
郡
司
所
近
隣
、
要
用
之
時
者
、
寺
内
之
下
人

時
々
雖
雇
仕
、
忠
友
依
為
忠
兼
之
兄
族
、
不
制
止
申
之
処
、
自
平
次
忠
茂

之
時
、
背
法
寺
内
下
人
於
狩
役
井
諸
事
召
仕
之
間
、
不
罷
向
者
、
制
山
野
天

中
煩
、
加
之
寺
中
之
菓

f
恣
押
取
、
或
任
法
ト
ロ
取
駄
、
剰
加
制
止
者
、
返

質
取
之
条
、
道
理
笠
可
然
哉
、
就
中
富
永
、
成
求
此
両
名
、
雖
為
公
田
、
依

為
各
別
之
名
、
其
土
民
一
人
毛
無
交
什
事
、
平
礼
石
寺
者
、
適
労
御
祈
疇

所
也
、
不
可
及
郡
p
l
進
退
者
也
、
且
可
御
賢
察
足
哉
、
然
者
此
条
任
先
規
、

可
停
止
郡
司
之
非
分
交
之
由
、
預
御
裁
許
、

疇

T
寧
芙
、

以
前
条
々
、
粗
大
略
―
―
―
口
上
如
件
、

寛
元
二
年
六
月
廿
一

H

五
、
忠
兼
譲
状
案

（
引
返
シ
ウ
ラ
ニ
）

「
こ
れ
ハ
や
ま
う
ち
ゅ
つ
り
し
や
う
」

譲

与

平

太

千

所

仁

薩
摩
郡
内
平
礼
石
寺
水
田
畠
地
等
事
、

侶
致
四
至
在
本
証
文

僧

而
招
居
住
侶
、

沙
弥
願
也

忠
兼
上

弥
欲
致
労
御
祈

四
、
沙
弥
願
也
奉
書

（
島
津
忠
時
）

（
花
押
）

別
納
七
郎
房
忠
兼
申
、
近
年
為
薩
麿
郡
地
頭
代
井
本
郡
司
忠
友
之
子
孫
、
於

当
郡
内
平
礼
石
寺
之
寺
領
、
地
頭
方
付
検
断
之
沙
汰
、
張
行
非
法
、
郡
司
方

催
狩
等
之
雑
役
、
令
煩
寺
中
由
事
、
訴
状

t□

、
遣
之
、
如
状
者
、
尤
以
不

便
、
就
中
彼
止
住
之
僧
徒
等
、
相
続
長
日
暁
夕
之
勤
行
、
令
申
公
家
武
家

之
御
祈
云
々
、
所
詮
於
地
頭
方
者
、
任
前
々
免
除
之
状
、
至
．
す
田
畠
以
ド
芋

桑
等
、
不
可
致
其
違
乱
、
又
犯
科
人
出
来
候
時
者
、
尋
軽
重
、
紅
実
否
、
可

処
所
当
之
罪
科
、
触
事
懸
横
難
、
不
可
煩
寺
家
者
、
次
於
郡
司
方
者
、
狩
役

井
菓
子
之
押
取
、
牛
馬
之
野
口
山
野
草
木
制
止
事
、
忠
兼
被
申
之
旨
、
非
無

其
謂
、
＋
細
見

f
訴
状
、
但
云
地
頭
方
、
云
郡
司
方
、
有
別
子
細
者
、
可
被

注
巾
之
由
、
所
候
也
、
防
執
達
如
件
、

寛
元
ー
一
年
七
月
六
日

即
郡
地
頭
代
紀
二
郎
兵
衛
尉
緞

―ー
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右
件
於
寺
領
者
、
僧
忠
兼
先
祖
相
伝
之
所
領
也
、
初
平
太
子
仁
限
永
代
、
本

証
文
一
通
井
守
護
所
殿
証
文
こ
迪
相
副
天
所
譲
与
実
也
、
然
仁
任
譲
状
之
旨
、

致
子
々
係
々
無
相
違
可
令
領
知
、
但
彼
寺
領
内
於
寺
薗
一
ケ
所
、
水
田
壱

T

仁
者
、
宛
労
御
勤
、
至
五
廻
一
仁
国
之
勘
料
仁
、
可
為
住
僧
之
沙
汰
、
自
此
外
、

不
可
住
僧
お
煩
、
又
彼
寺
住
僧
与
相
次
忠
兼
之
末
物
者
、
為
一
味
同
心
可
有
、

若
於
心
相
違
有
悲
事
者
、
不
可
後
悔
、
可
思
量
也
、
防
為
後
日
証
文
如
件
、

正

嘉

二

年

ご

月

二

十

九

日

僧

忠

兼

判

ス

リ

ケ

ス

六
、
僧
忠
兼
骰
文

山
内
之
四
至
之
間
等
事
、

任
本
証
文
之
状

東
田
畔
西
山
西
際

南

河

北

温

谷

忠
直
譲
状
云
、
此
四
至
之
内
二
於
テ
ハ
不
可
致
一
廂
之
違
乱
を
も
、
若
是
寺

内
仁
致
違
乱
を
者
、
不
可
有
忠
肛
之
子
孫
、
被
載
了
、
但
於
西
四
至
者
、
山

ハ
広
博
卜
有
レ
□

ハ
、
寺
サ
ウ
ハ
イ
ノ
時
、
忠
友
寺
所
司
相
共
仁
臨
ミ
テ
薬

ト
ヲ

師
之
山
之
西
ノ
猿
走
ノ
途
リ
、
立
野
ノ
頭
ヲ
踏
途
テ
、
清
水
大
道
仁
踏
定
メ

ラ
レ
、
若
世
間
ノ
習
ハ
、
末
々
仁
ナ
レ
ハ
女
房
之
易
ハ
ワ
ウ
弱
ナ
リ
ナ
ン
ト

モ
思
テ
、
彼
四
至
之
内
を
有
ラ
ム
ニ
ハ
、
二
塵
之
違
乱
ナ
リ
ト
モ
全
不
可
承

引
、
書
文
之
状
立
申
テ
可
蒙
御
成
敗
也
、
亦
東
四
至
之
末
忠
友
之
屋
敷
等
ハ

忠
友
之
屋
敷
之
便
吉
卜
有
シ
カ
ハ
、
為
兄
弟
之
中
カ
ハ
、
為
屋
敷
一
旦
奉
所

也
、
雖
然
忠
友
死
去
畢
、
不
奉
永
代
仁
、
至
子
某
末
仁
、
於
テ
彼
寺
内
二
、
致

水
火
之
諄
ヲ
於
テ
ハ
、
違
乱
有
ラ
ム
ニ
、
所
詮
任
書
文
状
仁
、
忠
兼
之
子
孫

彼
屋
敷
等
モ
沙
汰
之
、
可
知
行
也
、
末
々
窃
仁
此
ヲ
注
於
ク
、
若
彼
四
至
之

内
仁
違
乱
有
ラ
ン
ニ
ハ
、
此
状
ヲ
上
二
全
国
上
シ
テ
、
可
蒙
御
下
知
也
、
為
後

H
子
細
之
状
如
件
、

稲

忍

房

日

七
、
地
頭
某
書
下
案

可
早
任
去
嘉
禎
四
年
惣
地
頭
浄
尊
免
除
状
、
且
依
去
寛
元
二
年
守
護
所
殿

御
免
除
状
、
停
止
非
法
沙
汰
事

右
、
件
藷
摩
郡
内
平
礼
石
寺
者
、
是
本
家
国
吏
守
護
地
頭
方
労
御
祈
疇
致
丁

寧
候
也
、
而
間
至
彼
寺
領
者
、
地
利
物
已
下
雑
公
事
第
一
向
被
免
除
了
、
至

検
断
事
者
、
礼
実
否
、
随
軽
重
、
雖
被
行
其
身
計
罪
科
、
妻
子
資
財
雑
物
等
併

寺
内
被
止
了
、
同
守
護
地
頭
使
乱
入
事
被
止
了
、
而
忠
兼
存
生
之
後
、
太
＋

相
伝
之
今
、
地
頭
代
致
非
法
之
沙
汰
之
由
、
太
子
申
之
、
事
実
（
者
力
）
、
太

以
不
可
然
、
早
任
前
々
免
除
之
状
、
可
致
沙
汰
、
初
重
免
除
之
状
如
件
、

弘

長

三

年

八

月

日

地

頭

凌

与

ス

リ

キ

レ

（
忠
時
）

八
、
薩
摩
守
護
代
書
下

薩
摩
郡
内
平
礼
石
寺
内
事
、
任
故
大
隅
人
道
殿
御
免
除
状
、
停
止
方
々
使
者

之
濫
妨
、
土
民
等
可
令
安
培
之
状
如
件
、

文
水
十
こ
牛
九
月
日

（
忠
時
）

九
、
某
書
下

薩
摩
郡
内
平
礼
石
寺
内
事
、
任
故
大
隅
入
道
殿
御
免
除
状
、

之
濫
妨
、
土
民
等
可
守
先
例
之
由
、
加
下
知
候
ご
〗
訊
[
)

建
治
―
一
年
＋
月

正
嘉
一
年

□
〗
四
月
日

停
止
方
々
使
者

惣
地
頭
兼
守
護
代
（
花
押

僧
忠
兼
判
ス
リ
ケ
ス
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1
0、
島
津
久
氏
書
下

薩
摩
郡
内
平
礼
石
寺
内
事
、

務
之
状
如
件
、

弘
安
七
年
九
月

日

（
久
経
）

任
故
下
野
入
道
殿
御
寄
進
状
、

如
先
例
可
被
寺

藤
原
久
氏
（
花
押
）

―
-
、
性
有
安
堵
状

薩
摩
郡
内
平
礼
石
寺
内
事
、
任
故
大
隅
殿
御
免
除
状
、
停
止
方
々
使
者
之
濫

妨
、
土
民
等
可
令
安
堵
之
状
如
件
、

正
応
弐
年
四
月
廿
九
日

沙
弥
性
有
（
花
押
）

―
―
-
、
島
津
忠
実
書
下

（
島
津
忠
宗
）

（

花

押

）

（

久

経

）

薩
摩
郡
内
平
礼
石
寺
事
、
任
故
下
野
入
道
殿
免
除
状
、
停
止
方
々
使
者
之
濫

妨
、
士
民
等
可
令
安
堵
之
状
如
件
、

永
仁
弐
年
四
月
日

一
三
、
平
忠
仁
寄
進
状
（
忠
直
）

ひ
ら
れ
い
し
の
く
わ
ん
お
ん
に
、
た
、
な
を
の
き
し
ん
た
て
ま
つ
る
し
よ
う

も
ん
二
ま
か
せ
て
、

右
、
か
の
て
ら
ハ
、
わ
う
こ
の
こ
ん
り
う
た
る
う
ゑ
、
た
、
な
を
の
も
ん
し
よ

（中心任）

に
ま
か
せ
て
、
た
、
た
う
か
し
そ
ん
す
ゑ
／
＼
二
い
た
る
ま
て
、
ま
た
く
い

ら
ん
を
な
す
へ
か
ら
す
、
た
、
し
こ
の
し
や
う
ハ
、
め
く
り
殿
二
た
か
ひ
二

申
う
け
給
ハ
る
あ
い
た
、
か
き
し
ん
し
候
、
こ
の
う
ゑ
ハ
、
た
、
た
う
か
し

（
寺
内
）

そ
ん
二
を
い
て
、
か
の
し
な
い
に
い
ら
ん
を
な
さ
ん
二
い
た
て
ハ
、
た
；
な
を
の
も

ん
し
よ
の
む
ね
二
ま
か
せ
て
、
ま
た
く
た
：
た
う
か
し
そ
ん
二
あ
る
る
へ
か

永
仁
弐
年
四
月
廿
日

一
四
、
沙
弥
覚
西
譲
状

譲
与
薩
摩
郡
内
平
礼
石
寺
水
田
畠
地
等
事
、

但
至
四
至
者
本
証
文
等
在
之
、

右
件
於
寺
領
者
、
覚
西
重
代
相
伝
之
所
領
也
、
而
相
副
次
第
相
伝
之
証
文
等

嫡
＋
新
左
衛
門
尉
親
成
仁
限
永
年
譲
与
畢
、
全
不
有
他
人
之
妨
状
如
件
、

元

亨

弐

年

十

一

月

四

日

沙

弥

覚

西

（

花

押

）

一
五
、
親
成
譲
状

譲
与
薩
摩
郡
内
平
礼
石
寺
水
田
畠
地
等
事
、

但
至
四
至
者
本
証
文
等
仁
在
之
、

右
、
件
於
寺
領
者
、
親
成
重
代
相
伝
之
所
領
也
、
而
相
副
次
第
相
伝
之
証
文

等
、
嫡
子
砒
沙
福
丸
仁
限
永
代
譲
与
畢
、
今
後

H
不
可
有
他
人
之
妨
状
如
件

嘉

暦

三

年

八

月

六

日

左

衛

門

尉

親

成

（

花

押

）

一
六
、
源
兼
義
譲
状

ゆ
つ
り
た
て
ま
つ
る
さ
つ
ま
こ
ほ
り
の
う
ち
、
ひ
ら
れ
い
し
寺
の
水
田
畠
地

等
事
、た

A

し
四
し
に
を
い
て
ハ
ほ
ん
セ
う
も
ん
一
―

右
件
の
寺
り
や
う
ハ
、
兼
義
ち
う
た
い
さ
う
て
ん
の
所
り
や
う
な
り
、
し
か

る
に
や
う
し
ひ
こ
い
ぬ
ま
ろ
に
、
代
々
の
ゆ
つ
り
状
の
正
文
を
く
そ
く
し
て

や
う
た
い
を
か
き
て
、
ゆ
つ
り
た
て
ま
つ
る
と
こ
ろ
し
か
り
な
り
、
こ
の
う

ゑ
ハ
、
き
や
う
こ
う
に
を
い
て
、
ま
た
く
た
人
の
さ
ま
た
け
あ
る
へ
か
ら
さ

る
状
如
件
、

ら
す
、
よ
て
し
や
う
如
件
、

（任）

平
忠
仁
（
花
押
）

ー四一
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元
徳
二
年
七
月
十
八
日

源
兼
義
（
花
押
）

二

口
忠
直
は
忠
永
の
子
、
忠
永
は
平
安
末
期
、
薩
摩
大
隅
両
国
に
ま
た
が
っ
て

勢
威
を
ふ
る
っ
た
と
い
う
阿
多
忠
景
の
弟
、
忠
景
と
結
ん
で
薩
摩
郡
々
司
と

し
て
同
地
に
地
盤
を
築
い
た
。
平
礼
石
寺
は
古
寺
と
し
て
既
に
存
在
し
て
い

た
が
、
忠
永
は
同
寺
を
修
造
し
、
子
孫
繁
昌
を
祈
念
し
て
料
田
を
寄
進
し
た

と
い
う
。
忠
永
の
子
忠
直
も
四
至
を
定
め
て
賦
課
を
免
除
し
て
い
る
。
忠
直

は
建
仁
三
年
(
―
二

0111)
五
月
、
寺
領
を
七
男
龍
童
丸
分
と
し
て
調
度
文

書
と
共
に
譲
与
し
た
。
同
寺
は
庄
国
両
方
の
公
事
が
賦
課
さ
れ
ぬ
と
こ
ろ
で

あ
り
、
今
後
は
郡
司
と
し
て
も
干
渉
し
て
は
な
ら
ぬ
こ
と
と
定
め
ら
れ
た
の

で
あ
る
。
そ
し
て
証
文
を
守
護
所
に
提
出
し
て
そ
の
保
証
を
求
め
た
の
で
あ

る
。
連
暑
の
平
と
は
忠
直
で
あ
り
、
嫡
子
平
と
は
忠
友
を
さ
す
の
で
あ
ろ
う

忠
友
は
建
久
図
田
帳
に
薩
麿
郡
三
百
五
十
一
町
三
段
内
の
社
領
一
町
七
段

(
[
[
〗
ヶ
社
内
）
の
下
司
と
し
て
、
ま
た
公
領
三
百
十
七
町
内
、
成
枝
八

十
六
町
の
郡
司
と
し
て
み
え
る
。
口
さ
て
亀
童
丸
は
後
の
忠
兼
で
、
平
礼
石

寺
の
座
主
と
な
っ
た
。
忠
兼
は
嘉
禎
四
年
(
―
二
三
八
）
五
月
、

H
を
よ
り

ど
こ
ろ
に
新
た
に
惣
地
頭
兼
守
護
所
の
保
証
を
求
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
庄

国
及
び
地
頭
方
の
免
判
を
得
て
、
本
家
国
吏
地
頭
守
護
所
の
祈
祷
を
行
な
っ

て
い
る
上
は
先
例
に
し
た
が
い
重
ね
て
寺
領
四
至
内
の
万
雑
事
並
び
に
検
断

の
免
除
を
申
請
し
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
応
じ
て
惣
地
頭
兼
守
護
所
僧
は
安

堵
の
外
題
を
与
え
て
い
る
。
惣
地
頭
兼
守
護
と
は
島
津
氏
で
当
時
は
二
代
忠

時
代
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
署
名
し
て
い
る
の
は
惣
地
頭
兼
守
護
代
で
浄
尊
そ

の
人
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
し
て
平
礼
石
寺
領
に
つ
い
て
は
守
護
所
の
安

堵
を
得
た
も
の
の
、
坐
し
て
傍
観
し
て
い
た
の
で
は
そ
の
完
全
な
実
施
は
望

め
な
い
。
忠
兼
は
そ
の
後
も
ひ
き
つ
づ
き
寛
元
二
年
（
―
二
四
四
）
六
月
、

守
護
所
の
裁
定
を
求
め
口
、
同
年
七
月
に
は
守
護
忠
時
の
袖
判
を
与
え
ら
れ

て
い
る
四
。
こ
れ
ら
の
中
で
忠
兼
は
当
寺
に
つ
い
て
は
庄
国
両
方
よ
り
寺
内

坊
舎
及
び
料
田
の
寄
進
を
う
け
、
守
護
島
津
忠
久
の
代
に
そ
の
代
官
が
何
人

か
薩
摩
郡
地
頭
（
代
）
に
補
任
さ
れ
て
き
た
が
、
当
寺
に
は
何
の
妨
害
も
加

え
ず
、
住
侶
は
安
ん
じ
て
公
家
武
家
守
護
方
の
祈
祷
を
勤
修
し
て
き
た
と
こ

ろ
が
、
最
近
に
な
っ
て
地
頭
所
が
寺
中
の
上
民
ら
の
検
断
沙
汰
と
し
て
、
そ

の
妻
子
私
財
の
捜
索
等
に
も
当
る
よ
う
に
な
り
、
安
心
し
て
祈
祷
に
専
念
し

が
た
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
今
後
は
犯
罪
が
発
生
し
た
ら
真
偽
を
紅
し
、
犯
罪

が
事
実
で
あ
れ
ば
式
目
の
旨
に
任
せ
、
下
手
人
の
身
柄
は
地
頭
所
に
召
取
ら

せ
る
が
、
妻
子
や
私
財
に
つ
い
て
は
住
宅
に
付
け
て
安
堵
さ
せ
る
こ
と
と
定

め
、
住
侶
を
し
て
安
ん
じ
て
祈
緒
に
当
ら
せ
る
こ
と
に
し
た
い
と
い
う
の
で

あ
る
。
次
に
郡
司
方
の
非
法
に
つ
い
て
の
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
平

礼
石
寺
は
忠
直
か
ら
忠
兼
が
相
続
し
堂
舎
を
修
造
し
、
祈
緯
に
余
念
な
か
ら

し
め
、
何
の
妨
げ
も
な
か
っ
た
。
郡
司
忠
直
の
あ
と
忠
友
の
代
に
な
っ
て
寺

が
郡
司
所
の
近
隣
で
あ
る
た
め
、
要
用
の
時
に
郡
司
が
寺
内
の
下
人
を
雇
仕

す
る
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
忠
友
は
忠
兼
に
と
っ
て
は
兄
に
あ
た
る
の
で
一
々

こ
れ
を
制
止
す
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
忠
友
の
あ
と
忠

茂
の
代
に
な
る
と
、
法
に
背
き
寺
内
の
下
人
を
狩
役
や
諸
事
に
召
仕
う
よ
う

に
な
り
、
出
向
し
な
い
と
山
野
を
制
し
て
煩
い
を
か
け
、
あ
ま
つ
さ
え
寺
中

の
菓
子
を
勝
手
に
押
し
取
っ
た
り
、
駄
を
と
っ
た
り
し
、
こ
れ
を
制
止
す
る

と
か
え
っ
て
質
に
と
っ
た
り
す
る
、
と
い
っ
た
よ
う
な
非
法
を
行
な
っ
て
い

る
。
道
理
に
そ
む
く
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
一
体
富
永
・
成
求
（
富
力
）
の

両
名
は
、
公
田
で
は
あ
る
が
、
各
別
の
名
と
し
て
そ
こ
の
土
民
を
郡
司
が
他

名
の
土
民
と
混
同
し
て
使
役
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
筈
で
あ

る
。
平
礼
石
寺
は
庄
公
守
護
所
の
祈
疇
所
で
あ
り
、
郡
司
の
進
退
権
は
及
ば

ぬ
筈
で
あ
る
。
先
例
通
り
郡
司
非
分
の
関
与
を
排
除
し
、
安
ん
じ
て
住
侶
が

ー五一
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祈
祷
に
専
念
で
き
る
よ
う
に
裁
定
あ
り
た
し
と
訴
え
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ

に
対
し
て
守
護
島
津
忠
時
は
寺
領
に
つ
い
て
「
地
頭
が
検
断
の
沙
汰
に
付
ぎ

非
法
を
張
行
し
、
郡
司
方
が
狩
等
の
雑
役
を
催
促
し
て
寺
中
に
煩
い
を
か
け

る
」
等
の
非
法
を
停
め
さ
せ
る
よ
う
沙
弥
願
也
を
し
て
郡
地
頭
代
紀
二
郎
兵

衛
尉
に
令
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
証
文
と
共
に
正
嘉
一
二
年
（
―
二
五

九
）
二
月
、
寺
領
を
平
太
子
に
永
代
譲
与
し
た
の
で
あ
る
田
。
こ
の
譲
状
の

中
で
「
但
し
彼
等
領
内
於
寺
薗
一
ヶ
所
、
水
田
一
丁
」
に
つ
い
て
は
「
立
方
御

勤
、
云
五
廻
一
任
国
之
勘
料
仁
」
宛
て
住
侶
の
沙
汰
と
し
て
勤
仕
さ
せ
る
こ

と
と
し
、
そ
れ
以
外
は
住
侶
に
負
担
を
か
け
ぬ
こ
と
と
し
、
頷
主
た
る
忠
兼

の
相
続
者
は
一
味
同
心
し
て
寺
領
の
保
持
に
あ
た
る
べ
き
こ
と
を
令
し
て
い

る
。
同
年
四
月
の
忠
兼
の
鷹
文
は
そ
の
寺
領
の
四
至
に
つ
い
て
詳
細
に
記
し

た
も
の
で
あ
る
図
。
し
か
し
平
太
子
の
代
に
な
っ
て
か
ら
早
速
地
頭
代
の
非

法
が
あ
っ
た
と
み
え
、
弘
長
三
年
(
-
―
一
六
三
）
八
月
、
地
頭
（
代
）
凌
与

は
平
礼
石
寺
領
の
不
輸
の
特
権
を
認
め
、
検
断
に
つ
い
て
具
体
的
に
定
め
言

及
し
て
い
る
心
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
「
実
否
を
礼
し
軽
璽
に
従
い
、
其
身
ば
か

り
を
罪
科
に
行
わ
れ
て
も
、
そ
の
妻
子
や
資
材
雑
物
等
に
つ
い
て
は
す
べ
て

寺
内
に
止
め
、
守
護
地
頭
使
の
乱
入
に
つ
い
て
も
禁
止
」
し
て
い
る
。
恐
ら

く
地
頭
代
は
検
断
権
の
濫
用
に
よ
り
、
平
太
子
よ
り
訴
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ

う
。
平
太
子
は
忠
兼
の
血
縁
者
で
あ
ろ
う
が
、
直
接
の
関
係
に
あ
る
か
な
い

か
明
ら
か
で
な
い
。
「
藷
摩
郡
地
誌
備
考
」
所
収
古
系
図
の
中
に
、

薩
摩
六
郎
忠
直
一
男

>
•:rti[

と
あ
り
、

光後
入
道

平
礼
石
座
主
職

重

女

子

後
忠
清
成
枝
弥
平
1-

―

こ
の
女
子
が
平
太
子
か
と
思
わ
れ
る
。

平
太
子
は
女
性
故
あ
な
ど
ら
れ
非
法
を
受
る
と
訴
え
て
い
る
。
何
れ
に
し
て

も
忠
兼
の
後
継
者
と
し
て
譲
ら
れ
た
も
の
か
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
平
礼
石

寺
に
付
与
さ
れ
た
特
権
の
確
認
は
そ
の
後
文
永
十
一
年
（
―
二
四
七
）
九
月

囚
、
建
治
二
年
（
ロ
一
七
六
）
十
月
山
、
弘
安
七
年
(
―
二
八
四
）
九
月
田

正
応
二
年
(
-
―
一
八
九
）
四
月
山
、
永
仁
二
年
（
―
二
九
四
）
四
月
口
、
と

つ
づ
い
て
行
な
わ
れ
て
い
る
。
何
れ
も
惣
地
頭
兼
守
護
所
の
発
出
し
た
書
下

で
、
文
章
は
こ
の
う
ち
囚
．
囚
・
ロ
は
「
任
故
大
隅
殿
御
免
除
状
」
と
あ
り

口
は
「
任
故
下
野
入
道
殿
免
除
状
」
と
あ
る
だ
け
の
相
異
で
方
々
の
使
者
の

濫
妨
の
停
止
と
土
民
の
安
堵
を
令
し
た
も
の
で
あ
り
、
田
も
ま
た
「
任
下
野

入
道
殿
御
寄
進
状
」
せ
て
寺
務
す
べ
き
こ
と
を
令
し
た
も
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
永
仁
二
年
(
―
二
九
四
）
四
月
、
平
忠
任
（
忠
仁
と
あ
る
が
忠

（
薩
鷹
郡
司
）

任
で
あ
ろ
う
）
は
先
祖
平
忠
直
が
平
礼
石
観
音
に
寄
進
し
た
証
文
に
し
た
が

い
、
忠
任
の
子
孫
た
る
も
の
は
今
後
一
切
寺
内
に
違
乱
を
行
な
っ
て
は
な
ら

（茂）

な
い
と
の
証
状
を
記
し
て
い
る
口
。
忠
任
は
忠
直
ー
忠
友
ー
忠
持
ー
忠
国
の

後
で
薩
摩
郡
々
司
を
当
時
祉
襲
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

元
亨
二
年
（
一
ご
ニ
―
-
）
十
一
月
、
平
太
子
の
後
と
思
わ
れ
る
沙
弥
覚
西
は

重
代
相
云
の
所
領
平
礼
石
寺
の
水
田
畠
地
等
を
嫡
子
新
左
衛
門
尉
親
成
に
永

代
譲
与
し
て
お
り
囚
、
さ
ら
に
嘉
暦
一
二
年
(
-
三
二
八
）
八
月
に
そ
の
左
衛

門
附
親
成
は
重
代
相
伝
の
所
領
平
礼
石
寺
の
水
田
畠
地
等
を
嫡
千
毘
沙
福
丸

に
永
代
譲
与
し
て
い
る
（
が
、
翌
々
年
の
元
徳
二
年
(
-
三
―

110)
七
月
、

今
度
は
源
兼
義
な
る
者
が
同
領
（
重
代
相
伝
所
領
と
い
う
）
を
養
子
彦
犬
丸

に
代
々
の
譲
状
の
正
文
を
一
括
し
て
そ
え
て
永
代
譲
与
し
て
い
る

CtJ。
現
在

山
内
文
書
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
一
六
通
の
文
書
と
は
こ
の
よ
う
に
し
て
彦
犬

丸
が
譲
り
う
け
た
文
書
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
年
代
か
ら
み
て
源
兼
義

は
毘
沙
福
丸
そ
の
人
だ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

右
の
相
伝
系
図
を
作
成
す
れ
ば
次
の
如
く
に
な
ろ
う
。

＇ /¥ 
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忠

友

忠

茂

忠

国

忠

任

忠
恒
（
成
岡
）

]
 

中
し
水
ー
忠
直
｀

□
大
＋1
i
見
西
ー
親
成
ー
~
り

1戸
：
丸

平
姓
か
ら
源
姓
に
か
わ
っ
た
時
克
、
事
由
等
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と

は
出
来
な
い
が
、
縁
戚
関
係
者
の
相
続
に
よ
る
移
動
（
た
と
え
ば
平
太
子
の

夫
が
源
姓
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
子
が
源
姓
を
称
し
た
）
で
は
な
い

か
と
推
測
す
る
。

）
 

或
は
古
に
み
え
る
め
く
り
殿
は
廻
殿
で
大
隅
の
豪
族
廻
氏
か
と
も
思
わ
れ
る
。

（
 

廻
氏
は
頼
政
の
末
裔
で
源
姓
を
称
す
る
。

三
忠
永
は
既
に
存
し
て
い
た
古
寺
を
修
造
し
料
田
を
寄
進
し
た
か
、
そ
の
目

的
は
子
孫
の
繁
栄
に
あ
っ
た
。
忠
永
の
子
忠
直
は
さ
ら
に
四
至
を
定
め
広
域

を
寺
領
と
し
、
七
男
の
忠
兼
に
譲
渡
し
た
が
、
忠
兼
は
こ
の
地
が
観
音
殊
勝

の
地
で
あ
り
利
益
広
大
の
寺
域
で
あ
っ
て
、
庄
国
及
び
地
頭
方
よ
り
免
判
を

得
、
本
家
、
国
司
、
地
頭
守
護
所
の
祈
鰭
に
当
っ
て
き
た
格
別
の
寺
で
あ
る

こ
と
を
、
上
張
し
て
い
る
。
忠
直
の
嫡
子
で
郡
oJ
と
な
っ
た
忠
友
の
代
に
は
、

忠
兼
は
隣
接
の
郡
司
所
に
種
々
の
便
宜
を
与
え
、
郡
司
か
寺
内
の
下
人
を
雇

仕
す
る
こ
と
も
認
め
て
い
た
が
、
次
の
忠
茂
の
代
に
は
座
、
王
と
し
て
郡
司
の

r渉
を
排
除
し
、
地
頭
の
検
断
権
行
使
の
排
除
と
併
せ
て
郡
司
の
関
与
を
非

法
と
し
て
そ
の
停
止
方
を
守
護
所
に
訴
え
て
い
る
の
で
あ
る
C

即
ち
郡
司
薩

摩
平
氏
の
氏
寺
と
し
て
の
一
面
を
払
拭
し
、
観
音
の
霊
場
、
国
、
庄
閏
、
守

護
地
頭
の
祈
願
寺
と
い
う
＾
面
を
前
面
に
押
し
出
し
て
き
て
い
る
。
忠
兼
か

別
納
七
郎
房
と
称
す
る
の
は
四
の
端
裏
書
に
「
祁
答
院
別
納
名
主
七
郎
」
と

あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
或
は
祁
答
院
に
名
ヽ
上
職
を
有
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
の

か
も
し
れ
な
い
が
、
惣
領
郡
司
に
対
す
る
独
立
の
立
場
を
表
明
し
て
い
る
も

の
と
も
う
け
と
れ
よ
う
。
守
護
地
頭
所
の
免
判
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
一
貫
し
て

同
所
に
訴
え
、
郡
司
進
止
権
の
排
除
を
主
張
し
て
や
ま
な
い
。

そ
し
て
本
米
地
頭
未
設
置
地
区
の
多
か
っ
た
薩
摩
郡
に
も
よ
う
や
く
地
頭

の
支
配
権
か
浸
透
し
、
郡
司
名
と
し
て
地
頭
不
関
り
の
成
伎
名
に
も
五
升
米

の
賦
課
、
地
頭
名
の
出
現
等
か
あ
り
、
地
頭
勢
力
の
進
出
は
抑
止
し
か
た
い

大
勢
で
あ
っ
た
。
平
礼
石
寺
庫
、
モ
は
む
し
ろ
守
護
地
頭
方
と
緊
密
に
結
び
寺

領
の
確
保
に
つ
と
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

現
在
平
礼
石
寺
跡
ー
金
剛
院
跡
と
し
て
若
干
の
石
造
物
（
平
安
・
鎌
倉
期
の

も
の
を
合
む
）
を
残
す
場
所
は
大
字
西
手
、
小
字
成
岡
と
い
い
、
ま
さ
に
成

枝
名
の
支
名
成
岡
名
の
地
に
当
る
。
成
岡
は
忠
友
の
子
、
平
；
一
郎
忠
恒
の
仮

＄
戊
）

名
と
考
え
ら
れ
る
。
主
と
し
て
忠
友
の
成
枝
名
を
相
伝
し
た
忠
持
は
兄
に
当

り
、
平
礼
石
寺
座
主
と
な
っ
た
忠
兼
は
叔
父
に
当
る
。
平
札
石
寺
の
寺
域
内

に
成
岡
名
が
あ
り
、
ま
た
富
永
（
長
）
、
成
求
（
富
）
名
も
公
田
な
が
ら
各

別
の
名
と
さ
れ
て
い
だ
こ
と
は
、
こ
れ
ら
が
、
成
枝
名
か
ら
分
れ
な
が
ら
平

礼
石
寺
と
の
関
係
で
郡
司
の
進
止
権
の
及
ば
ぬ
別
名
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
を

物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
忠
兼
の
あ
と
を
つ
い
だ
平
太

f
が
或
は
成
常
名
‘
十

の
祖
か
と
推
定
さ
れ
る
忠
友
の
弟
忠
宗
の
子
忠
光
（
入
道
極
楽
）
の
、
弟
忠

重
の
女
に
当
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
よ
う
C

山
内
氏
文
書
を
載
録
す
る
島
津
家
本
「
薩
藩
旧
記
雑
録
前
編
」
の
関
係
部

分
は
何
れ
も
伊
地
知
季
安
の
自
箪
に
か
か
り
、
彼
か
蒲
生
士
山
内
氏
(
『
-
―
▲

国
名
勝
図
会
』
で
は
山
内
源
大
夫
）
所
蔵
の
原
本
か
ら
書
写
し
た
こ
と
は
間

違
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
季
安
は
文
書
の
後
に
人
名
筈
に
つ
い
て
補
‘
圧
を

加
え
て
い
る
。

囚
に
「
按
ル
ニ
故
大
隅
入
道
殿
ハ
忠
時
二
当
ル
、
文
永
九
御
逝
去
也
」
、
~

に
「
按
ル
ニ
故
大
隅
人
道
ハ
御
一
一
代
忠
時
公
ノ
事
ナ
ラ
ン
」
、
由
に
「
按
ル

一七ー
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二
此
年
四
月
、
三
代
久
経
公
御
逝
去
ナ
レ
ハ
故
下
野
入
道
ハ
久
経
公
ノ
事
ナ

ラ
ン
、
左
ア
リ
テ
久
経
公
ノ
御
末
弟
二
七
郎
久
氏
卜
云
御
方
ア
リ
、
時
代
ヲ

以
テ
考
レ
ハ
当
レ
リ
、
後
考
ヲ
埃
ツ
」
、
（
に
「
按
ル
ニ
此
花
押
ハ
御
四
代

忠
宗
公
ニ
テ
、
故
下
野
入
道
ハ
久
経
公
ナ
ル
ベ
シ
、
比
志
島
氏
文
書
、
正
応

三
十
二
月
十
五
日
、
忠
宗
公
御
花
押
等
見
合
ヘ
シ
」
の
如
く
で
あ
る
。
季

安
の
記
す
如
く
薩
摩
郡
は
鎌
倉
時
代
を
通
じ
て
薩
磨
国
守
護
島
津
氏
が
惣
地

頭
職
を
も
併
せ
も
つ
郡
で
あ
り
、
惣
地
頭
兼
守
護
と
は
も
ち
ろ
ん
島
津
氏
で

あ
る
が
、
実
務
は
代
官
の
つ
か
さ
ど
る
と
こ
ろ
で
、
口
の
惣
地
頭
兼
守
護
所

僧
と
あ
る
の
は
、
花
押
か
ら
み
て
延
応
元
年
(
―
二
三
九
）
十
一
月
九
日
付

の
比
志
島
文
書
に
惣
地
頭
兼
守
護
所
代
僧
と
あ
る
の
と
同
じ
く
大
輔
房
浄

尊
で
あ
ろ
う
。
四
の
袖
判
に
つ
い
て
季
安
は
「
宝
冶
元
年
十
一
月
廿
―

-
H
比

志
島
文
書
二
此
花
押
ア
リ
、
見
合
ベ
シ
」
と
記
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
薩
摩
国

守
護
前
大
隅
守
忠
時
の
も
の
に
相
違
な
い
。
沙
弥
願
也
は
忠
時
の
意
を
う
け

て
文
書
を
発
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
宛
名
は
即
郡
地
頭
代
紀
一
1

郎
兵
衛
尉
殿

と
な
っ
て
い
る
。
同
人
は
比
志
島
文
苫
、
宝
治
元
年
（
一
こ
四
八
）
十
一
月

廿
ー
一
日
条
に
惣
地
頭
紀
二
郎
左
衛
門
尉
殿
と
あ
る
の
と
同
人
で
あ
ろ
う
。
惣

地
頭
代
に
し
て
藷
摩
郡
、
満
家
院
の
地
頭
を
兼
職
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

前
述
の
如
く
当
初
藷
摩
郡
に
は
地
頭
職
の
な
い
郡
司
名
（
建
久
図
田
帳
に
よ

れ
は
成
枝
八
十
六
町
、
他
に
光
富
四
十
九
町
、
是
枝
九
町
も
地
頭
の
お
か
れ

ぬ
一
円
公
領
で
計
一
四
四
町
で
あ
り
、
薩
摩
国
々
頷
ニ
―
―
町
の
大
半
を
し

め
て
い
る
。
同
郡
内
島
車
庄
寄
郡
等
に
は
惣
地
頭
島
津
氏
が
所
職
を
有
し
て

い
る
。
）
か
あ
り
、
惣
地
頭
の
閃
与
も
検
断
権
の
行
使
を
契
機
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
地
頭
権
限
の
増
大
に
と
も
な
い
成
枝
名
内
の
別
名
的
存
在
と
な
っ
て

い
た
平
礼
石
寺
は
む
し
ろ
惣
領
郡
JiJ
の
年
冗
下
を
脱
し
て
守
護
惣
地
頭
に
接
近

し
そ
の
庇
護
を
求
め
だ
の
で
あ
ろ
う
。

平
礼
石
寺
の
文
書
か
何
故
鎌
倉
時
代
の
文
書
の
み
を
蒲
生
士
山
内
氏
文
書

と
し
て
伝
え
た
の
か
疑
問
は
つ
き
な
い
か
、
そ
の
文
書
相
伝
の
事
情
の
解
明

が
中
世
か
ら
近
世
か
ら
に
か
け
て
た
ど
っ
た
平
礼
石
寺
の
歴
史
を
明
ら
か
に

す
る
菫
要
な
鍵
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。

（
追
記
）

1

本
論
で
述
べ
た
こ
と
は
前
に
「
薩
摩
国
御
家
人
薩
摩
郡
成
枝
、
成
富
名
主

に
つ
い
て

1

三
角
（
森
）
氏
文
書
の
紹
介
を
中
心
に
ー
」
（
鹿
児
島
大

学
法
文
学
部
紀
要
「
文
学
科
論
集
」
一
i

-

）
で
ふ
れ
た
こ
と
か
あ
る
。
参

照
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
鹿
児
島
中
世
史
研
究
会
報
37

（
補
記
）

右
の
論
文
は
昭
和
五
十
二
年
執
筆
の
も
の
で
あ
る
が
、
今
回
関
係
資
料
と

し
て
再
掲
す
る
に
際
し
、
と
く
に
改
稿
せ
ず
、
若
干
誤
脱
等
を
修
補
す
る
に

と
ど
め
た
こ
と
を
お
こ
と
わ
り
し
て
お
く
。

斤
又

-
F
A
H
,
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ぁ と がき

バイパスのf定地にあった土師器の散布地は，調査が進むにつれて途方もないほどの大遺跡

となった。成岡・西ノ平遺跡とも長期にわたる生活跡を残しているが，これらを正確に記録し

報告するにはいま少し時間が不足していた。しかしながら，多くの先生方の御指導，同僚諸氏

の協力によって不十分ではあるが，ここに完成するに至ったことを感謝したい。今後，これら

の資料が十分に活用できるには， もう少し分析等を加えていかねばならないと思っている。機

会をみてやってみたい。

調査するにあたっては地元の中福良町をはじめ，周辺の人々に色々と便宣を図っていただき

調査の順調な進捗に協力していただいた。紙＿卜.を借りて厚くお礼申しあげるとともに，今後と

も周辺地域の文化財保護に一層の御協力をお願いしたい。

鹿児島県埋蔵文化財発掘調査報告書(28)

成岡・西ノ平•上ノ原遺跡（本文）
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鹿児島県埋蔵文化財発掘調査報告書(28)

成岡

西ノ平

上ノ原
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跡

遺

遺

遺

一般国道 3号線隈之城バイパス建設に伴う発掘調査報告書(1)

（図版）
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鹿児島県教育委員会



図 版 目
、h
グ、

（カラー図版）

図版 l 成岡・西ノ平• 上ノ原遺跡

全景（南卜．空より）

図版2-1 成岡遺跡全談（北上空より）

（成岡遺跡）

図版 4 縄文式土謡

図版 5-1 南半部の住居跡群（北より）

2 北半部の住居跡群（南より）

図版 6-1 1号住居跡（西より）

2 2号住居跡（北より）

図版 7-1 3号住居跡（南西より）

2 4号住居跡（東より）

図版8-1 5号住居跡（北より）

2 5号住居跡（東南より）

3 5号住居跡（西より）

4 ± 甘形上器出土状況

図版 9-1 6号住居跡（東より）

2 遺物出土状況（西南より）

3 遺物出土状況（東南より）

図版10-1 7号住居跡（南より）

2 遺物出土状況（東北より）

3 遺物出土状況（南より）

図版11-1 8号住居跡（南より）

2 遺物出土状況（南より）

3 台付鉢形土器

4 遺物出土状況（北東より）

図版12-1 9号住居跡（東より）

2 10号住居跡（西より）

図版13-1 11号住居跡（北より）

2 12号住居跡（南東より）

図版14-1 13号住居跡（東より）

2 遺物出土状況（北より）

図版 2-2 西ノ平遺跡北半全娯（北ピ空よ

り）

図版 3-1 緑釉土謡（西ノ平遺跡）

2 金色・銀色に発色する須恵器

図版14-3 甕形土僻

図版15-1 14号住居跡（北より）

2 炉跡 (15号住居跡）

3 15号住居跡（南より）

図版16 古墳時代の遺物l)(甕形土器・

壺形土器）

図版17 古墳時代の遺物2)(高坪形土器

．柑形土料・鉢形土協・蓋形土

器・須恵諾．砥石）

図版18 古墳時代の遺物3)(鉢形土苔苔）

図版19-1 16号住居跡（南より）

2 17号•住居跡（北より）

図版20-1 18号住居跡（東より）

2 溝l犬遺構2 (北より）

図版21-1 土砿A (東より）

2 土砿C (南西より）

3 土拡H (西より）

4 土拡Iと土鉱J(東より）

5 土拡J (南より）

6 士砿I (東より）

図版22-1 墓石（北西より）

2 墓拡I群（北西より）

図版23-1 8号臨（北より）

2 1号墓（西より）

3 15号慕（西より）

4 糸のついた古銭

5 布痕のある古銭



図版24-1 溝（東より）

2 慕石（南より）

3 チリ溜め（東より）

（西ノ平遺跡）

図版25 石器

図版26 縄文式上協

図版27-1 掘立柱建物 1 (柱穴掘りあげ前

：東より）

2 掘立柱建物 1 (柱穴掘りあげ後

：東より）

図版28 掘立柱建物 lの柱穴

図版29-1 掘立柱建物2 (柱穴掘りあげ前

：東より）

2 掘立柱建物2 (柱穴掘りあげ後

：東より）

図版30 掘立柱建物2の柱穴

図版31-1 掘立柱建物3 (東より）

2 平安時代の建物群（南より）

図版32-1 掘立柱建物8 (東より）

2 掘立柱建物8 (南より）

図版33-1 掘ヽ 』［柱建物9 (南より）

2 掘立柱建物9 (東より）

図版34-1 掘立柱建物13(南より）

2 掘ヽ ＇［柱建物 13(東より）

図版35-1 掘立柱建物14(南より）

2 掘立柱建物14(西より）

図版36-1 」：砿C (北より）

2 土砿D (東より）

3 士砿D・F・G (北より）

4 士砿F (北より）

5 土砿F (北より）

6 t:J: 広G (東より）

図版37-1 土砿K・L・M (南東より）

2 t: 砿K・M (東より）

3 土悦：M(東より）

図版37-4 上拡K (南より）

図版38-1 」：拡H (東より）

2 t: 砿Nと土仇0 (北より）

3 上砿R (西より）

図版39-1 溝状遺構 1 (北西より）

2 溝I大遺構 1 (北西より）

3 溝状逍構 1と溝状遺構 2 (北西

より）

図服40-1 土器集積遺構 1 (西より）

図版41

図版42

図版43

2 上器狙積遺構 1 (南より）

3 土料隼積遺構 1 (南より）

4 土僻集積遺構 2 (北より）

5 t料集積遺構 2 (南より）

6 t: 悩崖積遺構 3 (西より）

遺物出十．状況

古代・中枇の遺物11(土師料・

黒色上料・須恵悩・陶硯）

古代・中棋の遺物21(磁料・十．

製品・石製品・金属製品）

図版44-1 火葬場（南より）

2 1号硲（東より）

3 1号硲（西より）

図版45-1 煤琺群（南より）

2 募石（西より）

3 9号募（南より）

図版46-1 江戸時代の建物群 (20区付近：

束より）

2 かまどA-C (北より）

3 江戸時代の建物群 (21[メ^．付近：

西より）

図版47 江戸時代の土器
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図版 2

1 • 成岡遺跡全景（東上空より）

2 . 西ノ平遺跡北半全景（北上空より）



図版 3 、

1 • 緑釉土器（西ノ平遺跡）

2 . 金色・銀色に発色する須恵器



図版 4
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図版 5

1 • 南半部の住居跡群（北より）

2 . 北半部の住居跡群 （南より）



••~ 

1 . 1号住居跡（西より）

, ~ 

2. 2号住居跡（北より）

図版 6

一



図版 7
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1 . 3号住居跡 （南西より）

2. 4号住居跡（東より）



図版 8

1 . 5号住居跡（北より）

2. 5号住居跡（東南より）

3. 5号住居跡（西より） 4 . 柑形土器出土状況



図版，
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1 . 6号住居跡（東より）

2 . 遺物出土状況（西南より）

3 . 遺物出土状況（東南より）



図版 10

1 . 7号住居跡（南より）
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1 . 8号住居跡（南より）

4 . 遺物出土状況（北東より）



図版 12

1 . 9号住居跡 （東より）

2 . 10号住居跡（西より）
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1 . 11号住居跡（北より）
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2. 12号住居跡（南東より）



1 • 13号住居跡（東より）

図版 14
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2 . 遺物出土状況（北より）



図版 15
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3 . 15号住居跡（南より）



図版 16
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古墳時代の遺物(1)(甕形土器・壺形土器）



図版 17
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古墳時代の遺物(2)(高坪形土器・柑形土器・鉢形土器・蓋形土器・須恵器・砥石）
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